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  インフォメーションサービス
Atermの機能や取り扱い方法などでご不明な点がありましたらお問い合わせく
ださい。

■NECパーソナルコミュニケーションインフォメーションセンター

フリーダイヤル 0120-36-1138

代表番号 0471-85-4761
お問い合わせ受付時間　午前9時～12時 午後1時～5時
（土・日曜日、祝日、年末年始、当社の休日はお休みさせていただきます)

お願い�
●パソコンの設置や操作方法などについては、パソコンのサポートセ
ンターなどにお問い合わせください。

●プロバイダの接続条件などについては、プロバイダにお問い合わせ
ください。

● i・ナンバーなどINSネット64のサービスについては、最寄りの
NTT東日本・NTT西日本へお問い合わせください。

NEC PCクリーンスポットの訪問サービス
NECでは、パソコンやAtermの設定をすべてお引き受けする「訪問サービス」
を実施しております。ご自宅などにサービスマンが出張訪問し、設置・接続作
業を有料にて承ります。NEC PCクリーンスポットのサービスメニュー・料金・
電話番号については、『6-4. PCクリーンスポット』を参照してください。

取扱説明書
 (PC-IW/RC45)
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　NEC BIGLOBEカスタマーサポート
●サービス内容や申し込みに関するお問い合わせ
BIGLOBEインフォメーションデスク

�

0120-86-0962（24時間 年中無休）

●操作方法や環境設定に関するお問い合わせ
BIGLOBEサポートデスク
TEL 03-5446-0962（9:00～12:00, 13:00～18:00 年中無休）
電話番号はおかけ間違えのないようにお願いします。

●e-mail  info@bcs.biglobe.ne.jp
●ホームページ  http://www.biglobe.ne.jp/

（平成12年7月現在）

　BIGLOBEインフォメーションダイヤル
最寄りのアクセスポイントを音声ガイドでご案内します。
また、FAXで代表的なソフトウェアの設定方法、申し込み方法などを
ご案内します。

東　京 03-5972-5488 大　阪 06-6306-9899
名古屋 052-454-2455 札　幌 011-233-6120
福　岡 092-483-6773

■輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格などには
準拠しておりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任
を負いません。また、当社は本製品に関し、海外での保守サービスおよび技
術サポートなどはおこなっておりません。

■ ご注意

（１）本書の一部または全部を無断転載、無断複写することは禁止されています。
（２）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（３）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な

点や誤り、記載漏れなどお気付きの点がありましたらご連絡ください。
（４）本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、

通信などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきま
しては、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい。

Windows、WindowsCEは米国Microsoft Corporationの米国及び、その他の
国における登録商標です。
Netscape Navigator は米国Netscape Communications Corporationの
登録商標です。
その他の各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。

 © NEC Corporation 2000
日本電気株式会社の許可なく複製、改変などをおこなうことはできません。
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1はじめに

はじめに
エーターム

このたびはAtermRC45（以下RC45と称します）をお買い上げいただきありが
とうございます。
RC45は、Atermのワイヤレスシリーズ親機にワイヤレス子機として接続できる
マルチモバイルカードです。ワイヤレスシリーズ親機があれば、家中どこからでも
面倒な配線なしでインターネットに接続できます。

また、デジタル携帯電話とつないで公衆携帯電話網（デジタル移動通信網）と通信
したり、PHSとつないで公衆PHS網と通信ができます。RC45はどちらの公衆
電話網とも通信ができるデータ通信カードとしてお使いになれますので、外出先で
もインターネットに接続することができます。

本装置を使用するにはワイヤレスシリーズ親機（AtermIWX70、WM56、IW50/D、
WX1、 IW60、IW60HS DSU）、または本装置に接続可能なNTT DoCoMo、au、
Tu-Ka、J-PHONEの携帯電話またはNTT DoCoMo、ASTELのPHSが必要です。

RC45をワイヤレス子機としてご使用になるには増設登録（ID登録）が必要です。
登録はお近くのNEC保守サービス受付拠点またはPCクリーンスポット、お買い
上げいただいた販売店で有料にて承りますのでご相談ください。販売店によっては
受け付けていない場合がありますので電話でご確認ください。

本装置をご使用の前に、本書を必ずお読みください。また、本書は読んだあとも大
切に保管してください。
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添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』には、取扱説明書に
掲載されていない以下の内容がPDFファイルで収録されています。必要に応じて
参照してください。PDFファイルについては、P.13を参照してください。

データ通信ガイド（ファイル名：通信ガイド .pdf）

1.IWX70・RC45をバージョンアップする

1-1. IWX70をバージョンアップする

1-2. RC45をバージョンアップする

2.手動セットアップ

2-1. IWX70のUSBドライバの手動インストール
（Windows98/Windows95）

2-2. IWX70のUSBドライバの手動インストール
（Windows2000）

2-3. IWX70のUSBドライバの手動インストール（Macintosh）

2-4. RC45のインターネット接続の手動設定
（Windows98/Windows95）

2-5. RC45のインターネット接続の手動設定（Windows2000）

2-6. IWX70のインターネット接続の手動設定
（Windows98/Windows95）

2-7. IWX70のインターネット接続の手動設定
（Windows2000）
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2-8. IWX70のインターネット接続の手動設定（Macintosh）

2-9. IWX70のインターネット接続の手動設定
（WindowsNT4.0）

3.データ通信の機能

3-1. データ通信の機能
非同期／同期PPP変換
128kbpsマルチリンクPPP通信
BOD
PIAFS（ピアフ）通信
マルチアクセス
ITMUX
通信モード指定発信
無通信監視タイマ
強制切断タイマ
スティルスコールバック
応答平均化
HLC
CTI機能

3-2. IWX70のメール機能

4. USBネットワーク

4-1. USBネットワークとは

4-2. Windows98/Windows95の場合

4-3. Windows2000の場合

4-4. 外部から着信可能なダイヤルアップサーバ

5. ATコマンド

5-1. ATコマンドとは

5-2. IWX70用ATコマンド

5-3. RC45用ATコマンド

解説（ファイル名：用語解説 .pdf）
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安全に正しくお使いいただくために 7
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警告

こんなときは

● 発煙した場合
万一、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態
のまま使用すると、火災・感電の原因となります。す
ぐに本装置を接続しているパソコンの電源プラグをコ
ンセントから抜いて、電源をOFFにしてください。煙
や異臭が出なくなるのを確認してから、ご購入店また
はNEC保守サービス受付拠点に修理をご依頼くださ
い。お客様による修理は危険ですので、絶対におやめ
ください。

STOP

安全に正しくお使いいただくために

 安全に正しくお使いいただくための表示について

本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全
に正しくお使いいただくために守っていただきたい事項を示しています。その表示
と図記号の意味は次のようになっています。

警　告 ：人が死亡する、または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

注　意 ：人が傷害を負う可能性が想定される内容、および物的
損害のみの発生が想定される内容を示しています。

お願い ：本装置の本来の性能を発揮できなかったり、機能停止
をまねく内容を示しています。

■ 絵表示の例

△ 記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。

記号の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。

 記号は禁止の行為であることを告げるものです。

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

● 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから
抜く）が描かれています。
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安全に正しくお使いいただくために8

警告
● 水がかかった場合
万一、水などがかかった場合は、すぐに本装置を接続
しているパソコンの電源プラグをコンセントから抜い
て、電源をOFFにし、ご購入店またはNEC保守サー
ビス受付拠点にご連絡ください。そのまま使用すると
漏電して、火災・感電の原因となります。

● 破損した場合
パソコンに本装置を装着しているときに万一、落とし
たり破損した場合は、すぐに本装置を接続しているパソ
コンの電源プラグをコンセントから抜いて、電源を
OFFにし、ご購入店またはNEC保守サービス受付拠点
に修理をご依頼ください。そのまま使用すると、火災・
感電の原因となることがあります。
本装置を破損した場合は、パソコンに装着しないでく
ださい。

禁止事項

● 本装置は家庭用のOA機器として設計されております。
人命に直接関わる医療機器や、極めて高い信頼性を要
求されるシステム（幹線通信機器や電算機システムな
ど）では使用しないでください。

● 分解・改造の禁止
本装置を分解・改造しないでください。火災・感電の
原因となります。

● ぬらすことの禁止
本装置に水が入ったりぬらしたりしないようにご注意
ください。漏電して火災・感電の原因となります。

● ぬれた手での操作禁止
ぬれた手で本装置に触れたり、接続したりしないでく
ださい。感電の原因となります。
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安全に正しくお使いいただくために 9
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警告

設置場所

● 使用禁止区域での注意
航空機内や病院内などの携帯電話の使用を禁止された
区域では、本装置は使用しないでください。電子機器
や医用機器に影響を与え、事故の原因となります。

警告
● ペースメーカを装着されている方の注意
植え込み型心臓ペースメーカを装着されている方は、本
装置をペースメーカ装着部から22cm以上離して使用し
てください。電波により影響を受ける恐れがあります。

注意

禁止事項

● 乗ることの禁止
本装置の上に乗らないでください。特に、小さなお子
様のいるご家庭ではご注意ください。壊れてけがの原
因となることがあります。

その他のご注意

● 雷のときの注意
雷が鳴りだしたら、本装置に接続されているパソコン
の電源コードに触れたり周辺機器の接続をしたりしな
いでください。落雷による感電の原因となります。
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安全に正しくお使いいただくために10

 お願い
● 動作中に接続コード類がはずれたり、接続が不安定に
なると誤動作の原因となります。動作中は、コネクタ
の接続部には絶対に触れないでください。

● 本装置を安全に正しくお使いいただくために、次のよ
うな所での使用は避けてください。
・ほこりや振動が多い場所
・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所
・強い磁界を発生する装置が近くにある場所
・高周波雑音を発生する高周波ミシン、電気溶接機
などが近くにある場所

● 本装置を一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使い
になっている近くで使用すると影響を与える場合があ
ります。

● 子機（本装置）と親機（ワイヤレスターミナルアダプ
タ、ワイヤレスモデムステーション）間で電波の届く
範囲は見通しで約100mですが、周囲の電波状況や壁
の構造（鉄筋壁、防音壁、断熱壁）などにより、距離が
短くなる場合があります。また距離が近すぎると、デー
タ通信でエラーが発生する場合があります。

● 本装置とコードレス電話機や電子レンジなどの電波を放
射する装置との距離が近すぎると通話やデータ通信が切
れる場合があります。
また通話にノイズが入ったり、ファクスのデータが正し
く送れない場合があります。このような場合は、お互いを
数メートル以上離してお使いください。

日ごろのお手入れ

汚れたら、乾いた柔らかい布でふきとってください。汚
れのひどいときは、中性洗剤を含ませた布でふいたあ
と、乾いた布でふきとってください。化学ぞうきんの
使用は避けてください。ベンジン、シンナーなどの有
機溶剤、アルコールは絶対に使用しないでください。変
形や変色の原因となることがあります。

STOP
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本書について 11

本書について

本書は以下の構成になっています。
3～5章はお使いの環境に応じて必要な章をお読みください。

章 容内

1章 に前の用使ご
54CR 名の部各、と介紹の法方用利の

明説をとこいたきだたいてし認確や前
。すまし

2章 54CR れ流のでまるす用使を
にⅡアギルイバモ、ンコソパ 54CR 取を

続接にトッネータンイ、と法方るけ付り
。すまし明説をれ流のでまるす

3章 59swodniW/89swodniW
を は方のい使お

59swodniW/89swodniW たし載搭を
とンコソパ 54CR ッネータンイてっ使を

。すまし明説を順手るす続接にト

4章 0002swodniW い使おを
は方の

0002swodniW ンコソパたし載搭を
と 54CR 続接にトッネータンイてっ使を

。すまし明説を順手るす

5章 ECswodniW は方のい使おを
ECswodniW Ⅱアギルイバモたし載搭を

と 54CR 続接にトッネータンイてっ使を
。すまし明説を順手るす

6章 はにきとたっ困
起がルブラトのどな」いなきでが続接「
先せわ合い問お、と法方決解のきとたき

。すまし介紹を

7章 録付
54CR 合場るあてし録登に機親の数複が

法方択選の機親の ターパイハ、や ルナミー
。すまし介紹ていつにどなたかい使の
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本書について12

セットアップガイドの見かた

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』にはRC45を
使うために必要なユーティリティのほかに、RC45の使い方をご紹介する
「セットアップガイド」が収録されています。RC45をお使いになる前に、
ぜひご覧ください。

パソコンの電源を入れ、添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユー
ティリティ集』をセットします。

自動的にメニュー画面が表示されます。画面が表示されるまでしばら
くお待ちください。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示され、説明が始まります。

メニュー画面のボタンをクリックして順番にご覧ください。

お知らせ�

●「セットアップガイド」はRC45と別売のワイヤレスシリーズ親機
「AtermIWX70」を組み合わせて、IWX70経由で接続する手順を
説明しています。親機にAtermIW50/D、またはAtermWM56を
お使いの場合は［CD-ROMの終了］ボタンをクリックして、セット
アップガイドを終了させてください。

RC45_0章(1-14) 06/30/00 6:47 pm12



本書について 13

電子マニュアルの見かた

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』には、PDF形
式で電子マニュアルが収録されています。本取扱説明書には掲載されていな
い内容も収録されていますので、必要に応じて参照してください。

● PDFファイルをパソコンで見るにはAcrobat Reader 3.0以上が
必要です。Acrobat Readerをお持ちでない場合やお持ちのもので
表示できない場合などは、CD-ROMに収録されているAcrobat
Readerをインストールして使ってください。

パソコンの電源を入れ、添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユー
ティリティ集』をセットします。

自動的にメニュー画面が表示されます。画面が表示されるまでしばら
くお待ちください。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示され、説明が始まります。

［セットアップガイドを見ないでインストール］をクリックします。

読みたい電子マニュアルのボタンをクリックします。

Acrobat Readerをインストールするときは［Acrobat Readerの
インストール］をクリックします。

RC45_0章(1-14) 06/30/00 6:47 pm13
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1．ご使用の前に

RC45の利用方法の紹介と、各部の名前や確認していただきたい
ことを説明します。

RC45でできること

お使いになる前に

箱の中身を確認する

各部の名前とはたらき

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
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16 1-1. RC45でできること

1-1. RC45でできること
RC45は、ワイヤレスシリーズ親機（AtermIWX70、WM56、IW50/D、WX1、
IW60、IW60HS DSU）の子機として使用できるマルチモバイルカードです。家で
はワイヤレスシリーズ親機経由でINSネット64またはアナログ電話回線からイン
ターネットに接続し、外出先では携帯電話またはPHSでインターネットに接続す
る、といった使い分けができます。

親機経由でインターネットに接続する

RC45の無線機能でワイヤレスシリーズ親機を経由し、INSネット64ま
たはアナログ電話回線に接続してインターネットが利用できます。

ワイヤレス接続�
または� または�PIAFS32K�

または�
PIAFS64K RC45

パソコン�

モバイルギアⅡ�

IWX70など�

INSネット�
64

ワイヤレス�
ターミナルアダプタ�

POW
ER

PHS
M

SG

SD/RD

アナログ�
電話回線�

WM56�

ワイヤレスモデム�
ステーション�
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■ RC45に対応するワイヤレスシリーズ親機
（平成12年7月現在）　

ズーリシスレヤイワ
機親 線回続接の機親

の間区線無
度速信通
）間機子・親（

ので由経線回
度速信通高最

65MWmretA 線回話電グロナア K23SFAIP
はたま
K46SFAIP

時信受 spbk65
時信送 spbk6.33

07XWImretA
D/05WImretA

SNI トッネ 46

spbk4.85

1XWmretA
ImretA *06W
SH06WImretA USD

K23SFAIP spb2.92

＊ 06WI 合場たし用使てしと機親を

お知らせ�

● RC45が接続できるパソコンは、PCMCIA2.1/JEIDA V4.2以降
に対応したPCMCIA TypeⅡスロットを搭載しているWindows®

2000/Windows® 98/Windows® 95のパソコンです。
● 接続の確認ができているモバイルギアⅡはWindowsCE3.0を搭載
したNEC MC-R700、MC-R520、MC/R320です。（平成12年
7月現在）

● 接続の実効速度はパソコンやプロバイダ、無線区間の電波状態などに
よって変動します。

● AtermWM56は回線の状況によって通信速度が変化します。
● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別して着信します。
● ワイヤレスシリーズ親機からRC45に電波が届く範囲は、あいだに障
害物が何もない状態で約100mです。鉄筋壁、防音壁、断熱壁、他の
電波を出す機器の有無などの設置環境によっては100m以内でも電波
が届かない場合があります。

RC45_1章(15-28) 06/30/00 6:48 pm17



18 1-1. RC45でできること

携帯電話でインターネットに接続する

RC45に携帯電話をつなぎ、デジタル移動通信網（公衆携帯電話網）を経由
して9600bpsの速度でインターネットに接続できます。

9600bps

デジタル�
移動通信網�

RC45

携帯電話�

または�

パソコン�

モバイルギアⅡ�

お知らせ�

● 携帯電話を用いた9600bps通信は、アナログモデムに直接ダイヤ
ルして通信をおこなうことができます。

パソコン�

RC45

携帯電話�

基地局�

交換機・モデム�

パソコン�

WM56

デジタル�
移動通信網�

アナログ�
電話回線�

● パケット通信、cdmaOneには対応していません。
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PHSでインターネットに接続する

RC45にPHSをつなぎ、PHS網を経由して64kbpsまたは32kbpsの
速度でインターネットに接続できます。

32kbps�
または�
64kbps

PHS網�

RC45

または�

パソコン�

モバイルギアⅡ�

PHS

お知らせ�

● RC45に接続ができる携帯電話、PHSの機種は下記でご確認くだ
さい。
『AtermStation』ホームページ　　http://aterm.cplaza.ne.jp/

（平成12年7月現在）
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20 1-1. RC45でできること

内線データ通信をする

RC45がワイヤレスシリーズ親機に収容されている場合は、親機やAtermRS20
などのリモートステーションとのあいだで内線データ通信ができます。

■ 親・子機間通信

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC45
IWX70�
または�
IW50/D

■ 子機間通信

ワイヤレスシリーズ親機�

RC45

リモート�
ステーション�

PIAFS32K�

お知らせ�
● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別します。
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1-2.お使いになる前に
RC45をお使いになる前に、以下の確認をしてください。

親機経由で使うには

別売のワイヤレスシリーズ親機を利用してRC45からインターネットに接続
する場合は、増設登録と親機の無線ポートの設定が必要です。

増設登録

RC45をワイヤレスシリーズ親機の子機として登録する増設登録（ID登録）
が必要です。増設登録はNEC保守サービス受付拠点（→P.110）または
PCクリーンスポット（→P.114）、お買い上げいただいた販売店で有料に
て承りますので、お問い合わせください。なお、販売店によっては受け付け
ていない場合がありますので、あらかじめご確認ください。

親機の無線ポートの設定

ワイヤレスシリーズ親機で無線ポートの設定をします。
詳細はお使いになるワイヤレスシリーズ親機の取扱説明書を参照してください。

お知らせ�

● 1台のRC45を最大4台のワイヤレスシリーズ親機の子機として増
設登録できます。ただし、同時に通信が可能なワイヤレスシリーズ親
機は1台です。（「7-1. 接続する親機の選択」→P.118）

お願い�
● 1台のワイヤレスシリーズ親機に同一のRC45を重複して増設登録
しないでください。
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22 1-2. お使いになる前に

携帯電話またはPHSを接続して使うには

携帯電話またはPHSをRC45につないでインターネットに接続する場合は、
次の点を確認してください。

対応機種の確認

接続する携帯電話またはPHSの機種を確認してください。接続できる機種
は、下記でご確認ください。

『AtermStation』ホームページ　　http://aterm.cplaza.ne.jp/
（平成12年7月現在）

PHSの待ち受けモードの設定

PHSの待ち受けモードにはPHS網から電話をかけたり通信したりするとき
の「公衆モード」、会社内で内線電話機として使ったりワイヤレスシリーズ
親機の子機として使用するときの「オフィスモード」（構内モード）、公衆
モードとオフィスモードの両方が使える「デュアルモード」や「オートモー
ド」などがあります。
RC45にPHSをつないでインターネットに接続するときは、PHSの通信
モードを「公衆モード」にしてください。PHSをワイヤレスシリーズ親機
の子機として増設登録している場合に、内線通話などで使用するときは「オ
フィスモード」に変更します。
待ち受けモードについての詳細は、PHSに添付されている取扱説明書を参
照してください。

ドッチーモの設定

ドッチーモはカード選択（カード設定）機能によって、デジタル移動通信網
（公衆携帯電話網）に接続するか、PHS網に接続するかが選択できます。
RC45をドッチーモに接続するときはドッチーモの設定を「自動切替」にし
ます。
ドッチーモの設定については、ドッチーモに添付されている取扱説明書を参
照してください。
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インターネットに接続するには

■ プロバイダとの契約
インターネットに接続するには、インターネット接続業者（プロバイダ）
との契約が必要です。
申し込み方法などの詳細はプロバイダにお問い合わせください。

■ ホームページを表示するソフトウェア
ホームページを表示するには、『Internet Explorer（インターネット・エ
クスプローラ）』や『Netscape Navigator（ネットスケープ・ナビゲー
タ）』などのブラウザソフトが必要です。ブラウザソフトは、ほとんどの
パソコンまたはモバイルギアⅡにいずれかのソフトが添付されています。
詳細はパソコンの取扱説明書、またはソフトウェアメーカにお問い合わ
せください。

■ 電子メールを送受信するソフトウェア
電子メールを送受信するには、『Outlook Express（アウトルック・エ
クスプレス）』などの電子メールソフトが必要です。電子メールソフト
は、ほとんどのパソコンまたはモバイルギアⅡに添付されています。
詳細はパソコンの取扱説明書、またはソフトウェアメーカにお問い合わ
せください。
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24 1-3. 箱の中身を確認する

取扱説明書�

(PC-IW/RC45)

マルチモバイルカード�

1-3.箱の中身を確認する
箱を開けたら次のものがそろっているか確認してください。不足しているものがあ
りましたら、お買い上げいただいた販売店にご連絡ください。

携帯電話接続ケーブル

CD-ROM
「AtermIWX70&RC45ユーティリティ集」

保証書

●携帯電話またはドッチーモとRC45を接続する
ケーブルです。

●Windows2000/98/95のパソコンで設定す
るためのソフトウェアが収録されています。

フロッピーディスク
「モデム情報ファイル」

AtermRC45本体

●Windows2000/98/95用のモデム情報ファ
イルが収録されています。

取扱説明書（本書）

PHS接続ケーブル

●PHSとRC45を接続するケーブルです。
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添付ユーティリティの役割

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』と、フロッピー
ディスク『モデム情報ファイル』には次のユーティリティが収録されていま
す。各ユーティリティの役割と対応するOSは次のとおりです。

リィテーユ
トフソィテ 割役 swodniW

0002
/89swodniW
59swodniW ECswodniW

報情ムデモ
ルイァフ

54CR トッネータンイを
デモるす用使に続接の

ム めたるす定設てしと
。すでルイァフの

○ ○ ー

&07XWI
54CR
くらくら
トンタスシア

続接にトッネータンイ
単簡が定設のめたるす

。すまきでに 54CR と
ヤイワの売別 リシスレ

機親ズー 07XWI 定設の
。すまきでが

○ ○ ー

54CRmretA
ィテリィテーユ

続接にトッネータンイ
単簡が定設のめたるす

。すまきでに ワの売別
機親ズーリシスレヤイ

が 65MW 、 D/05WI の
に合場 54CR を定設の
。すまし

○ ○ ー

54CR
ータンセ

54CR リシスレヤイワと
ー 態状波電の間機親ズ

複たま。すまし示表を
らか先続接たし録登数 1
ルヤイダてし択選をつ
。すまきでがとこるす

○ ○ ー

54CR
ーバくらくら
プッアンョジ

54CR るいてれさ憶記に
ーバをアェウムーァフ
し新、しプッアンョジ
。すまし加追を能機い

○ ○ ー

お知らせ�

● 添付CD-ROMには、上記のすべてのユーティリティソフトが収録さ
れています。フロッピーディスクには「モデム情報ファイル」だけが
収録されています。

● RC45の設定は親機によって異なります。
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26 1-4. 各部の名前とはたらき

1-4. 各部の名前とはたらき

RC45本体

1  PCカードスロット接続コネクタ�

2  状態表示LED

3  ケーブル接続コネクタ（16芯）�

1 PCカードスロット接続コネクタ
パソコンまたはモバイルギアⅡのPCカードスロット(Type Ⅱ)に接続す
るコネクタです。

2 状態表示LED
RC45の状態をランプで表示します。

3 ケーブル接続コネクタ(コネクタカバー付き)
携帯電話接続ケーブルまたは、PHS接続ケーブルをつなぐコネクタです。
ケーブルを接続するときはコネクタカバーをめくってケーブルを差し
ます。

お知らせ�

● 本装置プラスチック部品の一部に、光の具合によってはキズに見える
部分があります。プラスチック部品の製作過程で生じることがあるも
ので、構造上および機能上は問題ありません。
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状態表示LEDについて

示表態状 DEL 態状の 態状信通

滅点くやはで色赤
（ 2.0 ）灯消／灯点にきお秒

中信発

中信着

きとい悪が態状波電で中信通

滅点とりくっゆで色赤
（1 ）灯消／灯点にきお秒 きとい悪が態状波電 *

灯点で色赤

中信通

きとたし断切

）きとの内圏（中機待 *

灯消

きとの外圏

らかⅡアギルイバモはたまンコソパ
54CR きといないてれさ給供が源電に

＊OSによっては通信ソフトを起動しないと点灯しません。
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28 1-4. 各部の名前とはたらき

携帯電話接続ケーブル

5  携帯電話接続コネクタ 

4  RC45接続コネクタ�

4 RC45接続コネクタ
RC45本体のケーブル接続コネクタに差します。

5 携帯電話接続コネクタ
携帯電話のケーブル接続コネクタに差します。

● ドッチーモを接続する場合は、こちらのケーブルを使用します。

PHS接続ケーブル

7  PHS接続コネクタ 

6  RC45接続コネクタ�

6 RC45接続コネクタ
RC45本体のケーブル接続コネクタに差します。

7 PHS接続コネクタ
PHSのケーブル接続コネクタに差します。
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2. RC45を使用するまでの流れ

パソコン、モバイルギアⅡにRC45を取り付ける方法と、インター
ネットに接続するまでの流れを説明します。

RC45のつなぎかた

インターネットに接続するまでの流れ

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
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30 2-1. RC45のつなぎかた

2-1. RC45のつなぎかた

RC45の取り付けかた

RC45は、PCMCIA2.1/JEIDA V4.2以降に対応したPCMCIA TypeⅡ
スロットを搭載しているWindows® 2000/Windows® 98/Windows® 95
のパソコン、およびWindows® CEのモバイルギアⅡに接続できます。お
使いの機器によって接続の手順が異なります。

携帯電話またはPHSと接続する

RC45に携帯電話またはPHSをつないで利用する場合は、最初に接続します。
● ワイヤレスシリーズ親機を経由してインターネットに接続するとき
は、この手順は必要ありません。

携帯電話またはPHSとRC45を添付の接続ケーブルで接続します。
RC45を携帯電話またはドッチーモに接続する場合は「携帯電話接
続ケーブル」を使用します。PHSに接続する場合は「PHS接続ケー
ブル」を使用します。

■ 携帯電話

RC45
携帯電話�

携帯電話接続ケーブル�
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■ PHS RC45

PHS接続ケーブル�

PHS

パソコンに取り付ける

パソコンを起動します。

パソコンのPCカードスロットにRC45を取り付けます。

RC45に書かれている ▲ の方向に、奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

RC45

パソコン�

→モデム情報ファイルがインストールされていない場合は、インストールをおこ
なうための画面が表示されます。

● モデム情報ファイルをインストールする手順は、「3.Windows98/
Windows95をお使いの方は」（→P.38）、「4.Windows2000を
お使いの方は」（→P.74）で説明します。

→モデム情報ファイルがすでにインストールされている場合は、タスクトレイに
PCカードアイコンが表示されます。

お願い�

● RC45の設定をするときは、RC45をパソコンに取り付けた状態で
設定をおこなってください。

● 携帯電話またはPHSを接続して使用するときは、RC45と携帯電話ま
たはPHSを接続した状態でパソコンに取り付けてください。RC45
を先にパソコンに取り付けた状態で携帯電話またはPHSを接続する
と、正しく認識されないことがあります。

● PCカードスロットの取り扱いについては、お使いのパソコンの取扱
説明書を参照してください。
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32 2-1. RC45のつなぎかた

モバイルギアⅡに取り付ける

モバイルギアⅡの電源が入っているときは、いったん電源を切ります。

モバイルギアⅡのPCカードスロットにRC45を取り付けます。
RC45に書かれている ▲ の方向に、奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

RC45

モバイルギアⅡ�

モバイルギアⅡの電源を入れます。

● このあとの設定については「5．WindowsCEをお使いの方は」（→
P.90）で説明します。

お願い�

● モバイルギアⅡにACアダプタを接続してお使いになることをおすす
めします。

● RC45の設定をするときは、RC45をモバイルギアⅡに取り付けた
状態で設定をおこなってください。

● 携帯電話またはPHSを接続して使用するときは、RC45と携帯電
話またはPHSを接続した状態でモバイルギアⅡに取り付けてくださ
い。RC45を先にモバイルギアⅡに取り付けた状態で携帯電話また
はPHSを接続すると、正しく認識されないことがあります。

● PCカードスロットの取り扱いについては、お使いのモバイルギアⅡ
の取扱説明書を参照してください。
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RC45の取り外しかた

RC45をパソコンまたはモバイルギアⅡから取り外すときの手順を説明しま
す。お使いの環境によって手順が異なります。

Windows98/Windows95の場合

タスクトレイのPCカードアイコンをクリックし、［AtermRC45の
中止］を選択します。

→「このデバイスは安全に取りはずせます。」と表示されます。

●「このデバイスは取りはずせません」と表示された場合は、RC45を
使用しているアプリケーションソフトが起動中です。アプリケーショ
ンソフトを終了してからもう一度 の操作をおこなってください。

  OK   ボタンをクリックします。

RC45の状態表示LEDが消えたことを確認し、パソコンのPCカード
スロットの取り出しボタンを押してRC45を取り出します。

モバイルギアⅡに取り付ける

モバイルギアⅡの電源が入っているときは、いったん電源を切ります。

モバイルギアⅡのPCカードスロットにRC45を取り付けます。
RC45に書かれている ▲ の方向に、奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

RC45

モバイルギアⅡ�

モバイルギアⅡの電源を入れます。

● このあとの設定については「5．WindowsCEをお使いの方は」（→
P.90）で説明します。

お願い�

● モバイルギアⅡにACアダプタを接続してお使いになることをおすす
めします。

● RC45の設定をするときは、RC45をモバイルギアⅡに取り付けた
状態で設定をおこなってください。

● 携帯電話またはPHSを接続して使用するときは、RC45と携帯電
話またはPHSを接続した状態でモバイルギアⅡに取り付けてくださ
い。RC45を先にモバイルギアⅡに取り付けた状態で携帯電話また
はPHSを接続すると、正しく認識されないことがあります。

● PCカードスロットの取り扱いについては、お使いのモバイルギアⅡ
の取扱説明書を参照してください。
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34 2-1. RC45のつなぎかた

Windows2000の場合

タスクトレイのPCカードアイコンをクリックし、［AtermRC45を
停止します］を選択します。

→［AtermRC45は安全に取り外すことができます］と表示されます。

RC45の状態表示LEDが消えたことを確認し、パソコンのPCカード
スロットの取り出しボタンを押してRC45を取り出します。

WindowsCEの場合

モバイルギアⅡの電源が入っているときは、いったん電源を切ります。

モバイルギアⅡのPC カードスロットの取り出しボタンを押して
RC45を取り出します。
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2-2. インターネットに接続するまでの流れ
RC45を利用してインターネットに接続するまでの流れは次のとおりです。

Windows2000 WindowsCE
Windows98/�
Windows95

パソコンでRC45を使う� モバイルギアⅡで�
RC45を使う�

RC45をパソコンまたはモバイルギアⅡに取り付ける（→P.30）�

インターネットに接続する�

モデム情報ファイルをインストールする�

ネットワークの設定をする�

らくらくアシスタントで設定する�

■ Windows98/Windows95をお使いの方は3章（→P.37）に進みます。

■ Windows2000をお使いの方は4章（→P.73）に進みます。

■ WindowsCEをお使いの方は、5章（→P.89）に進みます。
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3. Windows98/Windows95
をお使いの方は

Windows98/Windows95を搭載したパソコンとRC45を使って
インターネットに接続する手順を説明します。

モデム情報ファイルをインストールする

ネットワークの設定をする

らくらくアシスタントで設定する

インターネットに接続する

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
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38 3-1. モデム情報ファイルをインストールする

3-1. モデム情報ファイルをインストールする
モデム情報ファイルをパソコンにインストールし、RC45を「使用するモデム」と
して設定します。添付のフロッピーディスク『モデム情報ファイル』、または
CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』を用意してください。

Windows98をお使いの方は

Windows95をお使いの場合は、「Windows95をお使いの方は」(→P.41)
を参照してください。

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

→「新しいハードウェアが検出されました。必要なソフトウェアを探していま
す。」と表示されたあと、［新しいハードウェアの追加ウィザード］画面が表示
されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「検索方法を選択してください。」と表示されます。

「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。
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添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットします。

● CD-ROMをセットしたあとに『セットアップガイド』のメニュー画
面が表示されたときは、［CD-ROMの終了］をクリックして『セット
アップガイド』を終了させます。

「フロッピーディスクドライブ」または「CD-ROMドライブ」をクリッ
クして x にします。

● モデム情報ファイルを検索するドライブ（ でセットしたドライ
ブ）を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。」と表示されます。

画面に「AtermRC45」と表示されていることを確認し、   次へ   ボタ
ンをクリックします。

●「AtermRC45」と表示されない場合は  でモデム情報ファイルを
検索するドライブを正しく指定したかを確認してください。

→「新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがインストールされまし
た。」と表示されます。

RC45_3章(37-50) 06/30/00 6:49 pm39



40 3-1. モデム情報ファイルをインストールする

  完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了します。

●「3-2. ネットワークの設定をする」（→P.44）に進みます。
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Windows95をお使いの方は

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

→「新しいハードウェアが検出されました。必要なソフトウェアを探していま
す。」と表示されます。

このあとの手順はWindows95のバージョンによって異なります。次
のどちらかを実行します。

■［デバイスドライバウィザード］画面が表示された場合
■［新しいハードウェア］画面が表示された場合（→P.42）

［デバイスドライバウィザード］画面が表示された場合

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットします。

● CD-ROMをセットしたあとに『セットアップガイド』のメニュー画
面が表示されたときは、［CD-ROMの終了］をクリックして『セッ
トアップガイド』を終了させます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「AtermRC45」のドライバが検出されます。
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42 3-1. モデム情報ファイルをインストールする

  完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了します。

●「3-2. ネットワークの設定をする」（→P.44）に進みます。

［新しいハードウェア］画面が表示された場合

「ハードウェアの製造元が提供するドライバ」を選択して   OK   ボタ
ンをクリックします。

→［フロッピーディスクからのインストール］画面が表示されます。

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットします。

● CD-ROMをセットしたあとに『セットアップガイド』のメニュー画
面が表示されたときは、［CD-ROMの終了］をクリックして『セッ
トアップガイド』を終了させます。
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「配布ファイルのコピー元」にフロッピーディスクまたはCD-ROMを
セットしたドライブを指定して   OK   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了します。

●「3-2. ネットワークの設定をする」（→P.44）に進みます。
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3-2. ネットワークの設定をする
インターネットにダイヤルアップ接続をするための設定をします。

ダイヤルアップネットワークの確認

「ダイヤルアップネットワーク」がパソコンにインストールされているか確
認します。ダイヤルアップネットワークがすでにインストールされている場
合は、「ネットワークプロトコルの設定」（→P.47）に進みます。

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

デスクトップの［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示されます。

［ダイヤルアップネットワーク］アイコンがあることを確認します。

●［ダイヤルアップネットワーク］アイコンがある場合は、「ネットワー
クプロトコルの設定」（→P.47）に進みます。
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「ダイヤルアップネットワーク」アイコンがない場合

ダイヤルアップネットワークをパソコンに組み込みます。
● Windows98を例に説明します。お使いの環境によっては画面が異
なることがあります。

Windows98のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットします。

● Windows98が最初からインストールされているパソコンのほとん
どは、ハードディスクにCD-ROMの内容がコピーされています。こ
の場合はCD-ROMをセットする必要はありません。

 →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします。

→[アプリケーションの追加と削除のプロパティ］画面が表示されます。

［Windowsファイル］タブをクリックします。

「ファイルの種類」の中の「通信」が x になっている状態で「通信」
を選択し、   詳細   ボタンをクリックします。

  

→［通信］画面が表示されます。

RC45_3章(37-50) 06/30/00 6:50 pm45



46 3-2. ネットワークの設定をする

「ダイヤルアップネットワーク」をクリックして x にし、  OK   ボタ
ンをクリックします。

→［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→インストールが完了し、［コントロールパネル］ウィンドウにもどります。

パソコンを再起動します。
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ネットワークプロトコルの設定

インターネットにダイヤルアップ接続するには、次の3つのネットワークコ
ンポーネントが必要です。

■ Microsoftネットワーククライアント
■ ダイヤルアップアダプタ
■ TCP/IP

パソコンにこれらが組み込まれているか確認し、足りないものがある場合は
追加します。

 →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

●［ネットワーク］アイコンは図と異なる場合があります。

→［ネットワーク］画面が表示されます。
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48 3-2. ネットワークの設定をする

「現在のネットワークコンポーネント」にMicrosoftネットワークク
ライアント、ダイヤルアップアダプタ、TCP/IPがあるか確認します。

〈例〉この図の場合は「TCP/IP」が不足しています。

● 3つのコンポーネントがすでに組み込まれている場合は、ネットワー
クプロトコルの設定は必要ありません。「3-3. らくらくアシスタント
で設定する」（→P.51）に進みます。

● いずれかが不足している場合は、  に進みます。

  追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画面が表示されます。

 で不足していたものによってそれぞれ以下のコンポーネントを選択
し、   追加   ボタンをクリックします。

Microsoftネットワーククライアントを追加する場合 ......クライアント
ダイヤルアップアダプタを追加する場合 ..........................アダプタ
TCP/IPを追加する場合......................................................プロトコル

● これ以降の手順は、TCP/IPの追加を例に説明します。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が表示されます。
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「製造元」の中から「Microsoft」を選択して「ネットワークプロトコ
ル」の中の「TCP/IP」を選択し、   OK  ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

「TCP/IP」を選択し、  プロパティ  ボタンをクリックします。

→［TCP/IPのプロパティ］画面が表示されます。

［詳細設定］タブをクリックします。
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50 3-2. ネットワークの設定をする

「既定のプロトコルとして設定する」がグレーで表示されていたら、そ
のままにします。はっきりと表示されている場合は x になっている
ことを確認し、   OK   ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→「再起動しますか」と表示されます。

  はい   ボタンをクリックし、パソコンを再起動します。

●「3-3. らくらくアシスタントで設定する」（→P.51）に進みます。
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3-3. らくらくアシスタントで設定する

らくらくアシスタントとは

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』に収録されて
いる『らくらくアシスタント』を使うと、インターネットに接続するための
下記の設定が画面に表示される案内にそって簡単にできます。

■ ワイヤレスシリーズ親機経由で接続するか、携帯電話またはPHSで接続
するかの選択

■ ワイヤレスシリーズ親機を経由する場合の親機の機種の選択
■ プロバイダの設定
■ ワイヤレスシリーズ親機とRC45の無線区間の通信速度と、アクセスポ
イントへの通信速度の設定

■ ワイヤレスシリーズ親機（AtermIWX70）を経由するときの親機のモー
ド指定通信の設定

ワイヤレスシリーズ親機にAtermIWX70をお使いの場合は『IWX70&RC45
らくらくアシスタント』を使用します。親機がAtermWM56 または
AtermIW50/Dの場合は『AtermRC45ユーティリティ』を使用します。
またインターネット接続の設定のほかに、ユーティリティファイルのバー
ジョンなどを表示する「ユーティリティのファイル情報」の機能があります。

お知らせ�

●『IWX70&RC45らくらくアシスタント』は別売のワイヤレスシ
リーズ親機「AtermIWX70」とRC45の両方の設定ができます。
IWX70をお持ちの場合は、RC45を接続したパソコンを使って無
線で IWX70の設定をすることができます。

お願い�

● IWX70などのワイヤレスシリーズ親機の機能や設定のしかたなど
は、親機に添付の取扱説明書を参照してください。

● らくらくアシスタントを使わないで設定する場合は、添付CD-ROM
に収録されている「データ通信ガイド」の「2. 手動セットアップ」を
参照し、手動で設定してください。
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52 3-3. らくらくアシスタントで設定する

らくらくアシスタントのインストール

『らくらくアシスタント』をパソコンのハードディスクにインストールします。
ワイヤレスシリーズ親機にAtermIWX70 をお使いの場合は『IWX70
&RC45らくらくアシスタント』をインストールします。親機がAterm
WM56またはAtermIW50/Dの場合は『AtermRC45ユーティリティ』
をインストールします。

●［セットアップガイド］のメニューの1～5をご覧になって、その中
でインストールすることもできます。

● Windows2000の場合の手順も同様です。

パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用しているときは、そのアプリ
ケーションを終了します。

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』をパソコ
ンにセットします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示されます。

● すでにCD-ROMがセットされていた場合は、いったんCD-ROMを
取り出してから再度セットしてください。

● CD -ROM をセットしてもメニュー画面が表示されないときは
「メニュー画面が表示されないとき」（→P.54）を参照してください。

［セットアップガイドを見ないでインストール］をクリックします。

→［インストーラ集］画面が表示されます。
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［らくらくアシスタントのインストール］をクリックします。

画面に表示される内容にしたがって操作を進めます。

→『IWX70&RC45らくらくアシスタント』がインストールされます。

AtermRC45ユーティリティのインストール

 →［ファイル名を指定して実行］を選択します。

→［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

「名前」に半角文字で次のように入力します。

Q:¥UTIL¥RC45UTILITY¥RC45SETUP.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

  OK   ボタンをクリックします。

→メニュー画面が表示されます。

画面に表示される内容にしたがって操作を進めます。

→『AtermRC45ユーティリティ』がインストールされます。

らくらくアシスタントのインストール

『らくらくアシスタント』をパソコンのハードディスクにインストールします。
ワイヤレスシリーズ親機にAtermIWX70 をお使いの場合は『IWX70
&RC45らくらくアシスタント』をインストールします。親機がAterm
WM56またはAtermIW50/Dの場合は『AtermRC45ユーティリティ』
をインストールします。

●［セットアップガイド］のメニューの1～5をご覧になって、その中
でインストールすることもできます。

● Windows2000の場合の手順も同様です。

パソコンを起動します。

ほかのアプリケーションソフトを使用しているときは、そのアプリ
ケーションを終了します。

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』をパソコ
ンにセットします。

→［セットアップガイド］のメニュー画面が表示されます。

● すでにCD-ROMがセットされていた場合は、いったんCD-ROMを
取り出してから再度セットしてください。

● CD -ROM をセットしてもメニュー画面が表示されないときは
「メニュー画面が表示されないとき」（→P.54）を参照してください。

［セットアップガイドを見ないでインストール］をクリックします。

→［インストーラ集］画面が表示されます。
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54 3-3. らくらくアシスタントで設定する

メニュー画面が表示されないとき

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』はパソコンに
セットすると、自動的にメニュー画面が表示されるようになっています。パ
ソコンにCD-ROMをセットしてもメニュー画面が表示されないときは、
ファイル名を指定してメニュー画面を表示します。

 →［ファイル名を指定して実行］を選択します。

→［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

「名前」に半角文字で次のように入力します。

Q:¥MENU.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

  OK   ボタンをクリックします。

→メニュー画面が表示されます。

お知らせ�

● CD-ROMのドライブ名はパソコンによって異なります。ドライブ名が
わからないときは、次の操作でCD-ROMドライブを確認します。
1［ファイル名を指定して実行］画面で   参照   ボタンをクリックし
ます。
→［ファイルの参照］画面が表示されます。

2「ファイルの場所」の  をクリックし、CD-ROMドライブを選
択します。

3ドライブ名を確認したら  キャンセル  ボタンをクリックします。
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らくらくアシスタントをアンインストールする

らくらくアシスタントが不要になった場合は、ハードディスクから削除します。

 →［プログラム］→［AtermIWX70＆RC45ユーティリティ］→
［ユーティリティのアンインストール］を選択します。

→［ユーティリティアンインストーラ］が起動し、確認画面が表示されます。

  はい   ボタンをクリックします。

→アンインストールが実行されます。

  OK   ボタンをクリックします。

→インストールしてあった『らくらくアシスタント』『らくらくバージョンアッ
プ』『詳細設定ヘルプ』『ユーティリティのアンインストール』が、パソコンの
ハードディスクから削除されます。

メニュー画面が表示されないとき

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』はパソコンに
セットすると、自動的にメニュー画面が表示されるようになっています。パ
ソコンにCD-ROMをセットしてもメニュー画面が表示されないときは、
ファイル名を指定してメニュー画面を表示します。

 →［ファイル名を指定して実行］を選択します。

→［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

「名前」に半角文字で次のように入力します。

Q:¥MENU.EXE
↑
（QはCD-ROMドライブ名）

  OK   ボタンをクリックします。

→メニュー画面が表示されます。

お知らせ�

● CD-ROMのドライブ名はパソコンによって異なります。ドライブ名が
わからないときは、次の操作でCD-ROMドライブを確認します。
1［ファイル名を指定して実行］画面で   参照   ボタンをクリックし
ます。
→［ファイルの参照］画面が表示されます。

2「ファイルの場所」の  をクリックし、CD-ROMドライブを選
択します。

3ドライブ名を確認したら  キャンセル  ボタンをクリックします。
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［らくらくアシスタントメニュー］から設定する項目をクリックして選
択し、設定をおこないます。

● RC45が「見つかりません」と表示されたときは、『らくらくアシス
タント』がRC45を認識していません。RC45がPCカードスロッ
トに正しく取り付けられているか、RC45用のモデム情報ファイル
がインストールされているか確認してください。（「3-1．モデム情報
ファイルをインストールする」→P.38、Windows2000の場合「4-
1．モデム情報ファイルをインストールする」→P.74）それでも
RC45が認識されない場合は、「7-2．ハイパーターミナルを使う」（→
P.119）を参照し、ATコマンドを使って接続の確認をしてください。

● 各項目の設定が終わると［らくらくアシスタントメニュー］にもどります。
● 設定が終了したときなど、らくらくアシスタントを終了するときは
 アシスタント終了  ボタンをクリックします。「IWX70&RC45らくら
くアシスタントの実行を終了します。」と表示されるので、   はい   ボ
タンをクリックします。

● それぞれの設定についてはP.59以降で説明します。

らくらくアシスタントの起動のしかた

ワイヤレスシリーズ親機にAtermIWX70をお使いの場合は『IWX70&RC45
らくらくアシスタント』を使用します。親機がAtermWM56 または
AtermIW50/Dの場合は『AtermRC45ユーティリティ』を使用します。
ここでは『IWX70&RC45らくらくアシスタント』の起動のしかたを説明
します。『AtermRC45ユーティリティ』の手順も同様です。

● Windows2000の場合の手順も同様です。

「2-1．RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコ
ンに取り付けます。

ほかのアプリケーションソフトを使用しているときは、そのアプリ
ケーションを終了します。

 →［プログラム］→［AtermIWX70&RC45ユーティリティ］→
［IWX70&RC45らくらくアシスタント］を選択します。

→『らくらくアシスタント』がRC45とIWX70の接続されているCOMポート
を検索します。

→［IWX70&RC45らくらくアシスタントにようこそ］画面に、らくらくアシ
スタントの機能の説明が表示されます。

内容を確認し、  次へ   ボタンをクリックします。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示され、画面左下にRC45とIWX70
の接続状況が表示されます。

●「次回以降はこの画面を表示しない」をクリックして x にすると、次
回起動したときからこの画面は表示されません。
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［らくらくアシスタントメニュー］から設定する項目をクリックして選
択し、設定をおこないます。

● RC45が「見つかりません」と表示されたときは、『らくらくアシス
タント』がRC45を認識していません。RC45がPCカードスロッ
トに正しく取り付けられているか、RC45用のモデム情報ファイル
がインストールされているか確認してください。（「3-1．モデム情報
ファイルをインストールする」→P.38、Windows2000の場合「4-
1．モデム情報ファイルをインストールする」→P.74）それでも
RC45が認識されない場合は、「7-2．ハイパーターミナルを使う」（→
P.119）を参照し、ATコマンドを使って接続の確認をしてください。

● 各項目の設定が終わると［らくらくアシスタントメニュー］にもどります。
● 設定が終了したときなど、らくらくアシスタントを終了するときは
 アシスタント終了  ボタンをクリックします。「IWX70&RC45らくら
くアシスタントの実行を終了します。」と表示されるので、   はい   ボ
タンをクリックします。

● それぞれの設定についてはP.59以降で説明します。

らくらくアシスタントの起動のしかた

ワイヤレスシリーズ親機にAtermIWX70をお使いの場合は『IWX70&RC45
らくらくアシスタント』を使用します。親機がAtermWM56 または
AtermIW50/Dの場合は『AtermRC45ユーティリティ』を使用します。
ここでは『IWX70&RC45らくらくアシスタント』の起動のしかたを説明
します。『AtermRC45ユーティリティ』の手順も同様です。

● Windows2000の場合の手順も同様です。

「2-1．RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコ
ンに取り付けます。

ほかのアプリケーションソフトを使用しているときは、そのアプリ
ケーションを終了します。

 →［プログラム］→［AtermIWX70&RC45ユーティリティ］→
［IWX70&RC45らくらくアシスタント］を選択します。

→『らくらくアシスタント』がRC45とIWX70の接続されているCOMポート
を検索します。

→［IWX70&RC45らくらくアシスタントにようこそ］画面に、らくらくアシ
スタントの機能の説明が表示されます。

内容を確認し、  次へ   ボタンをクリックします。

→［らくらくアシスタントメニュー］が表示され、画面左下にRC45とIWX70
の接続状況が表示されます。

●「次回以降はこの画面を表示しない」をクリックして x にすると、次
回起動したときからこの画面は表示されません。
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58 3-3. らくらくアシスタントで設定する

お知らせ�

● RC45を接続したパソコンからAtermIWX70の設定をする場合は、
IWX70 の電源をONにしておいてください。RC45 から無線で
IWX70の設定ができます。

●『IWX70&RC45らくらくアシスタント』の中でRC45が使用でき
るのは、次の2つです。
○ インターネット接続の設定（→P.59）
○ ユーティリティのファイル情報

これ以外はIWX70独自の機能なので、IWX70をお持ちでない場合
は使用できません。
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らくらくアシスタントで設定する

『らくらくアシスタント』を使ってインターネット接続の設定をします。
ワイヤレスシリーズ親機がAtermIWX70の場合は『IWX70&RC45らく
らくアシスタント』を使用し、親機がAtermWM56またはAtermIW50/D
の場合は『AtermRC45ユーティリティ』を使用します。
ここでは『IWX70&RC45らくらくアシスタント』での設定方法を説明し
ます。『AtermRC45ユーティリティ』の手順も同様です。

● Windows2000の場合の手順も同様です。

「らくらくアシスタントの起動のしかた」（→P.57）の  の［らく
らくアシスタントメニュー］で［インターネット接続の設定］を選択
します。

→［インターネット接続の設定］の画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［経由する親機の選択］画面が表示されます。
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60 3-3. らくらくアシスタントで設定する

インターネット接続のときに、親機経由で使用するか携帯電話／PHS
を接続するかを選択します。

親機経由で使用する場合は、RC45を増設登録しているワイヤレスシ
リーズ親機を選択します。

携帯電話またはPHSから接続する場合は、「親機を経由しない（携帯
電話（PDC）／PHSを接続して使用）」を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［プロバイダの選択］画面が表示されます。

BIGLOBEを利用する場合は「BIGLOBEを利用する」を選択し、そ
の他のプロバイダを利用する場合は「他のプロバイダを利用する」を
選択して   次へ   ボタンをクリックします。

● すでにパソコンでインターネットを利用していた場合など、インター
ネットに接続するための設定が終わっている場合は、「Outlook
Expressへのアカウント登録」だけをおこないます。ここで「設定
を行わない」を選択して   次へ   ボタンをクリックし、 （→P.63）
に進みます。

→［アクセスポイント情報の設定］画面が表示されます。
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プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料にしたがって、
アクセスポイントとDNSを設定します。

●「接続速度・方式」は  で選択した機器によって、次のように表示
されます。

■ 親機を経由する場合

機親るす由経 式方・度速続接 度速信通 のトンイポスセクア
類種 考備

07XWI
D/05WI
1XW
06WI
USDSH06WI

期同 spbk46 spbk46 NDSI 期同 K46 応対
トンイポスセクア

SFAIP spbk23
spbk46

SFAIP セクア応対
トンイポス

1XW 、 06WI 、
USDSH06WI は

spbk23 みの

65MW グロナア spbk65 spbk65 期同非 K65 ア応対
トンイポスセク

■ 携帯電話／PHSを接続する場合

器機るす続接 式方・度速続接 度速信通 類種のトンイポスセクア

話電帯携

グロナア spbk65 spbk6.9 期同非 K65 クア応対
トンイポスセ

CDP クッイク用
ーバンナ spbk6.9 用話電帯携

SHP SFAIP spbk23
spbk46

SFAIP スセクア応対
トンイポ

● BIGLOBEを利用する場合は最寄りのアクセスポイントの設定情報が
表示されます。アクセスポイントを変更する場合は「最寄りのAP」
の z ボタンをクリックし、接続するアクセスポイントを選択すると
電話番号やDNSが表示されます。

●「接続先名」にプロバイダの名称を入力します。ここで入力した名前
で接続アイコンが作成されるので、任意の名前を入力します。
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62 3-3. らくらくアシスタントで設定する

●「電話番号」は半角数字で市外局番から入力します。入力できるのは
数字・英字・ハイフンだけです。

●「ログインID」「ログインパスワード」は利用者を識別するためのも
のです。必ず入力します。

● DNS（Domain Name System）はインターネットに接続するた
めのサーバのアドレスを取得するためのもので、1～3桁の4つの
数字をピリオド（ ． ）で区切って半角で指定します。「セカンダリ
DNS」はプロバイダから指示がなければ、入力しなくても問題あり
ません。

  次へ   ボタンをクリックします。

● 携帯電話またはPHS経由でインターネットに接続する場合は  に
進みます。

→［無線区間速度の選択］画面が表示されます。

RC45とワイヤレスシリーズ親機との無線区間の通信速度を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

● 経由するワイヤレスシリーズ親機がWX1または IW60、IW60HS
DSUの場合、無線区間の通信速度は32Kのみです。

● 経由する親機がIWX70の場合は  に進みます。IWX70以外の親
機の場合は、  に進みます。

→［ITMUX機能の設定］画面が表示されます。
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ITMUX機能を使用するかどうかを選択し、  次へ   ボタンをクリックし
ます。

● ITMUXを利用すると、1つのプロバイダとの契約（ID）で2台のパ
ソコンから同時に同じアクセスポイントに接続することができます。
INSネット64の1回線あたり2つあるBチャネルのうち、1つの
Bチャネルを使用して2台同時に接続するので通信料金が節約でき
ます。RC45に接続したパソコン以外に、IWX70にもパソコンを接
続してインターネットを利用したい場合などは「ITMUX機能を使用
する」を選択します。

→［Outlook Expressへのアカウント登録の選択］画面が表示されます。

Outlook Expressにアカウントを登録するかどうかを選択します。

電子メールの送受信をおこなうときに『Outlook Express』を使用す
る場合は、Outlook Expressにユーザ IDなどを登録します。

● Outlook Expressにアカウントを登録しない場合は、 （→P.64）
に進みます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［Outlook Expressの設定］画面が表示されます。
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64 3-3. らくらくアシスタントで設定する

メールアカウントとニュースアカウントを設定します。

●「アカウントの表示名」にはメールの送受信のときに表示される名前
を任意に入力します。

●「ニュースアカウント」はインターネット上の掲示板である「ネット・
ニュース」を利用するためのアカウントで、サーバにアクセスして記
事を読んだり投稿することができます。利用しない場合は、入力する
必要はありません。

  次へ   ボタンをクリックします。

● 携帯電話またはPHS経由で接続する場合は  に進みます。

→［親機の通信モードについて］画面が表示されます。

RC45と親機との無線区間の通信モードを確認し、  次へ   ボタンをク
リックします。

→［設定内容のシステムへの登録］画面が表示されます。

RC45_3章(51-65) 06/30/00 6:51 pm64



653-3. らくらくアシスタントで設定する

Windows98/Windows95

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

ご
使
用
の
前
に

R
C
4
5

を
使
用
す
る

ま
で
の
流
れ

登録する内容を確認し、  実行   ボタンをクリックします。

● システム登録の実行中は、さまざまな設定の登録が自動的におこなわれま
す。特に指示がない限り、キーボードやマウスを操作しないでください。
→［インターネット接続の設定終了］画面が表示されます。

  設定終了  ボタンをクリックします。

→インターネットの接続の設定が終了し、［らくらくアシスタントメニュー］に
もどります。

● 親機との電波状況の確認などをおこなうユーティリティ『RC45セン
ター』をインストールする場合は、ここで RC45センターのインストール�

ボタンをクリックします。（「RC45センターを利用する」→P.71）

 アシスタント終了 ボタンをクリックし、  はい   ボタンをクリックします。

→らくらくアシスタントが終了します。

CD-ROMドライブのアクセスランプが消えたのを確認し、CD-ROM
を取り出します。

●「3-4.インターネットに接続する」（→P.66）に進みます。
● Windows2000をお使いの方は「4-3．インターネットに接続する」
（→P.83）に進みます。
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66 3-4. インターネットに接続する

3-4. インターネットに接続する

接続を確認する

プロバイダにダイヤルし、正しく接続できるか確認します。

インターネットに接続するワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、
PHSを通信できるように準備します。

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

デスクトップの［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示されます。

［ダイヤルアップネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンドウが表示されます。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルクリックします。

● 接続アイコンは経由する親機や接続した携帯電話、PHSによって異
なります。

→［接続］画面が表示されます。
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プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料にしたがって、
「ユーザー名」（ユーザ ID）と「パスワード」を入力します。

●「パスワードの保存」をクリックして x にすると、次回の接続から
パスワードを入力する必要がなくなります。

  接続   ボタンをクリックします。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、PHSがプロバイダにダイヤルし、
つながるとユーザー名とパスワードの認証がおこなわれます。確認できるとプ
ロバイダのホストコンピュータに接続され、タスクトレイに［ダイヤルアップ
ネットワークモニタ］アイコンが表示されます。

［ダイヤルアップネットワークモニタ］アイコンをダブルクリックし、
   切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。
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お願い�

● 通信相手に接続できなかった場合にRC45とワイヤレスシリーズ親
機が同一番号に再発信する回数は、最初の発信から数えて3分間で
2回以内に制限されています。この制限内で接続できなかった場合
は、時間をおいてから接続し直してください。

● 接続できないときは「6-1. 困ったときのQ＆A」（→P.103）を参照
してください。

お知らせ�

● アクセスポイントに接続したあとに認証の失敗などで接続できなかっ
たときも、通信料金がかかります。

● 接続先の「電話番号」の末尾に文字を付加して接続方法を指定して発
信することもできます。詳細は添付CD-ROM に収録されている
「データ通信ガイド」の「2．手動セットアップ」を参照してください。
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ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットのホームページを見るときは「ブラウ
ザソフト」を使用します。ブラウザソフトの設定や使い方については、ブラ
ウザソフトの「ヘルプ」などを参照してください。

「接続を確認する」（→P.66）の  ～  を参照し、回線を接続します。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、PHSからプロバイダにダイヤルし、
インターネットに接続します。

Internet ExplorerやNetscape Navigatorなどのブラウザソフトを
起動します。

「アドレス」に見たいホームページのアドレスを入力し、  キーを押します。

〈例：Atermホームページ〉　http://aterm.cplaza.ne.jp/

● 画面はInternet Explorer Ver. 5.0を使用したときの例です。
● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年6月現在のものです。

［ファイル］→［終了］を選択し、ブラウザソフトを終了します。

タスクトレイの［ダイヤルアップネットワークモニタ］アイコンをダ
ブルクリックし、   切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�

● インターネットの接続を終了するときには、ブラウザソフトを終了さ
せただけでは回線は切断されません。必ず［ダイヤルアップネット
ワークモニタ］で切断操作をしてください。
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70 3-4. インターネットに接続する

Windows98でブラウザソフトのアイコンがないとき

Windows98をご使用の方でデスクトップにブラウザソフト（Internet
Explorer）のアイコンがないときは、以下の手順で［Internet Explorer］
アイコンを作成します。

デスクトップの［インターネットに接続］アイコンをダブルクリック
します。

→［インターネット接続ウィザード］画面になります。

「既にインターネット接続の設定が…表示しない」を選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

［インターネット接続ウィザード］を終了します。

→デスクトップに［Internet Explorer］と［Outlook Express］のアイコン
が表示されます。
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RC45センターを利用する

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』に収録されてい
る『RC45センター』を使用すると次の機能が利用できます。

■ 電波状況の確認
RC45とワイヤレスシリーズ親機とのあいだの電波状況を調査し、通信
可能な状態かどうかを表示します。

■ 接続
ワイヤレスシリーズ親機と接続したときの設定と、携帯電話やPHSと接
続したときの設定など、インターネット接続の設定を複数登録している
場合に、接続先をメニューから選択して接続することができます。

■ システム番号切り替え
RC45を複数のワイヤレスシリーズ親機に増設登録している場合に、接
続する親機を選択します。（「7-1．接続する親機の選択」→P.118）

『RC45センター』は「らくらくアシスタントで設定する」の  （→P．65）
でインストールできます。

インストールすると、タスクトレイのインジケータに常時表示されます。

ここでは「電波状況の確認」について説明します。
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電波状況の確認

● Windows2000の場合の手順も同様です。

1 タスクトレイのインジケータの『RC45センター』アイコンを右ク
リックし、［電波状況の確認］をクリックします。

→［電波状況］画面が表示されます。

2 電波状況を確認します。

電波状況が悪いときは親機に近づけてから  再調査  ボタンをクリック
し、電波状況を再度確認してください。

3  閉じる  ボタンを押します。

→『RC45センター』が終了します。

お願い�

●『RC45センター』を実行中は、他の通信ソフトを使用しないでくだ
さい。

● RC45でインターネットに接続する前に、『RC45センター』を使
用して安定した無線電波状況であるかを確認してから接続を実行して
ください。なお電波状況は変動するので何回か電波状況を調査し、安
定した状態であることを確認してからインターネットに接続してくだ
さい。
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4. Windows2000をお使いの方は

Windows2000を搭載したパソコンとRC45を使ってインター
ネットに接続する手順を説明します。

モデム情報ファイルをインストールする

らくらくアシスタントで設定する

インターネットに接続する

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
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4-1. モデム情報ファイルをインストールする
モデム情報ファイルをパソコンにインストールし、RC45を「使用するモデム」と
して設定します。添付のフロッピーディスク『モデム情報ファイル』、または
CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』を用意してください。

● モデム情報ファイルをインストールするときには、Administratorの権限が必
要です。コントロールパネルの［ユーザーとパスワード］の設定を変更している
場合は、「6-1. 困ったときのQ&A」（→P.105）を参照してください。

モデム情報ファイルのインストール

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

→「新しいハードウェアが見つかりました」と表示されたあと、「標準PCMCIA
カードモデム」としてインストールされます。

 →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示されます。

［システム］アイコンをダブルクリックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示されます。

［ハードウェア］タブをクリックします。
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  デバイスマネージャ   ボタンをクリックします。

● このとき次の画面が表示された場合は、モデム情報ファイルのインス
トールはできません。「6-1. 困ったときのQ&A」（→P.105）を参
照してください。

→［デバイスマネージャ］ウィンドウが表示されます。

［モデム］アイコンの前の ＋ をクリックします。
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「標準PCMCIAカードモデム」の上で右クリックし［プロパティ］を
選択します。

→［標準PCMCIAカードモデムのプロパティ］画面が表示されます。

● RC45よりも先に別のモデムカードをインストールしていた場合、
標準PCMCIAカードモデムのうしろに「＃2」などの文字が付くこ
とがあります。

● 標準PCMCIAカードモデムが複数表示される場合は、RC45以外の
PCMCIAカードモデムをいったんパソコンから取り外してください。

［ドライバ］タブをクリックします。
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ドライバの更新� ボタンをクリックします。

→［デバイスドライバのアップグレードウィザード］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→ハードウェアデバイスドライバをインストールする画面が表示されます。
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「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択して   次へ   ボタンを
クリックします。

→ドライバファイルを指定する画面になります。

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットし、
「検索場所のオプション」でセットしたドライブだけを x にします。
セットしていないドライブはクリックして □ にします。

● CD-ROMをセットしたあとに『セットアップガイド』のメニュー画
面が表示されたときは、［CD-ROMの終了］をクリックして『セット
アップガイド』を終了させます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→ドライバファイルの検索結果が表示されます。
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インストールするファイル名が「mdmrc45.inf」と表示されているこ
とを確認し、   次へ   ボタンをクリックします。

● 上記ファイル名が表示されない場合は  でモデム情報ファイルの
あるドライブを正しく指定したかを確認してください。

→［デジタル署名が見つかりませんでした］画面が表示されます。

  はい   ボタンをクリックします。

● この画面が表示されても、利用上の制約はありません。

→デバイスドライバがアップグレードされます。
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80 4-1. モデム情報ファイルをインストールする

  完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了し、［AtermRC45のプロパティ］
画面にもどります。

 閉じる  ボタンをクリックします。

→［デバイスマネージャ］ウィンドウにもどります。

［デバイスマネージャ］ウィンドウを閉じます。

→［システムのプロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもどります。

［コントロールパネル］ウィンドウを閉じます。

●「4-2. らくらくアシスタントで設定する」（→P.81）に進みます。
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4-2. らくらくアシスタントで設定する

らくらくアシスタントとは

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』に収録されてい
る『らくらくアシスタント』を使うと、インターネットに接続するための下
記の設定が画面に表示される案内にそって簡単にできます。

■ ワイヤレスシリーズ親機経由で接続するか、携帯電話またはPHSで接続
するかの選択

■ ワイヤレスシリーズ親機を経由する場合の親機の機種の選択
■ プロバイダの設定
■ ワイヤレスシリーズ親機とRC45の無線区間の通信速度と、アクセスポ
イントへの通信速度の設定

■ ワイヤレスシリーズ親機（AtermIWX70）を経由するときの親機のモー
ド指定通信の設定

ワイヤレスシリーズ親機にAtermIWX70をお使いの場合は『IWX70&RC45
らくらくアシスタント』を使用します。親機がAtermWM56 または
AtermIW50/Dの場合は『AtermRC45ユーティリティ』を使用します。
またインターネット接続の設定のほかに、ユーティリティファイルのバー
ジョンなどを表示する「ユーティリティのファイル情報」の機能があります。

『らくらくアシスタント』の使い方はWindows® 98/Windows® 95の場
合と同様です。次のページを参照して、インストールと設定をしてください。

■「らくらくアシスタントのインストール」（→P.52）
■「らくらくアシスタントの起動のしかた」（→P.56）
■「らくらくアシスタントで設定する」（→P.59）

お知らせ�

●『IWX70&RC45らくらくアシスタント』は別売のワイヤレスシ
リーズ親機「AtermIWX70」とRC45の両方の設定ができます。
IWX70をお持ちの場合は、RC45を接続したパソコンを使って無
線で IWX70の設定をすることができます。
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4-3. インターネットに接続する

接続を確認する

プロバイダにダイヤルし、正しく接続できるか確認します。

インターネットに接続するワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、
PHSを通信できるように準備します。

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

 →［設定］→［ネットワークとダイヤルアップ接続］を選択
します。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料にしたがって、
「ユーザー名」（ユーザ ID）と「パスワード」を入力します。

●「パスワードを保存する」をクリックして x にしておくと、次回の
接続からパスワードを入力する必要がなくなります。

お願い�

● IWX70などのワイヤレスシリーズ親機の機能や設定のしかたなど
は、親機に添付の取扱説明書を参照してください。

● らくらくアシスタントを使わないで設定する場合は、添付CD-ROM
に収録されている「データ通信ガイド」の「2. 手動セットアップ」を
参照し、手動で設定してください。

● らくらくアシスタントを使用するときには、Administratorの権限
が必要です。次の画面が表示された場合は、「6-1. 困ったときの
Q&A」（→P.105）を参照してください。
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4-3. インターネットに接続する

接続を確認する

プロバイダにダイヤルし、正しく接続できるか確認します。

インターネットに接続するワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、
PHSを通信できるように準備します。

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をパソコン
に取り付けます。

 →［設定］→［ネットワークとダイヤルアップ接続］を選択
します。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料にしたがって、
「ユーザー名」（ユーザ ID）と「パスワード」を入力します。

●「パスワードを保存する」をクリックして x にしておくと、次回の
接続からパスワードを入力する必要がなくなります。
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84 4-3. インターネットに接続する

 ダイヤル  ボタンをクリックします。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、PHSからプロバイダにダイヤルし
ます。

→ユーザー名とパスワードの認証をおこない、確認できるとプロバイダのホスト
コンピュータに接続され、［接続完了］画面とタスクトレイに［ネットワーク
とダイヤルアップ接続］アイコンが表示されます。

  OK   ボタンをクリックします。

［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。

  切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。
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お願い�

● 通信相手に接続できなかった場合にRC45とワイヤレスシリーズ親
機が同一番号に再発信する回数は、最初の発信から数えて3分間で
2回以内に制限されています。この制限内で接続できなかった場合
は、時間をおいてから接続し直してください。

● 接続できないときは「6-1. 困ったときのQ＆A」（→P.103）を参
照してください。

お知らせ�

● アクセスポイントに接続したあとに認証の失敗などで接続できなかっ
たときも、通信料金がかかります。

● 接続先の「電話番号」の末尾に文字を付加して接続方法を指定して発
信することもできます。詳細は添付 CD-ROMに収録されている
「データ通信ガイド」の「2．手動セットアップ」を参照してください。

RC45_4章(81-88) 06/30/00 6:53 pm85



86 4-3. インターネットに接続する

ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットのホームページを見るときは「ブラウ
ザソフト」を使用します。ブラウザソフトの設定や使い方については、ブラ
ウザソフトの［ヘルプ］などを参照してください。

「接続を確認する」（→P.83）の ～ を参照し、回線を接続します。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、PHSがプロバイダに電話をかけ、
インターネットに接続します。

Internet ExplorerやNetscape Navigatorなどのブラウザソフトを
起動します。

「アドレス」に見たいホームページのアドレスを入力し、  キーを押し
ます。

〈例：Atermホームページ〉 http://aterm.cplaza.ne.jp/

● 画面は Internet Explorer Ver. 5.0を使用したときの例です。
● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年6月現在のものです。

［ファイル］→［終了］を選択し、ブラウザソフトを終了します。
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［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。

  切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�

● インターネットの接続を終了するときには、ブラウザソフトを終了し
ただけでは回線は切断されません。必ず［ネットワークとダイヤル
アップ接続］で切断操作をしてください。
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RC45センターを利用する

添付CD-ROM『AtermIWX70&RC45ユーティリティ集』に収録されてい
る『RC45センター』を使用すると次の機能が利用できます。

■ 電波状況の確認
RC45とワイヤレスシリーズ親機とのあいだの電波状況を調査し、通信
可能な状態かどうかを表示します。

■ 接続
ワイヤレスシリーズ親機と接続したときの設定と、携帯電話やPHSと接
続したときの設定など、インターネット接続の設定を複数登録している
場合に、接続をメニューから選択して接続することができます。

■ システム番号切り替え
RC45を複数のワイヤレスシリーズ親機に増設登録している場合に、接
続する親機を選択します。（「7-1．接続する親機の選択」→P.118）

『RC45センター』の使い方は「3-4.インターネットに接続する」の「RC45
センターを利用する」（→P.71）を参照してください。

お願い�

●『RC45センター』を実行中は、他の通信ソフトを使用しないでくだ
さい。

● RC45でインターネットに接続する前に、『RC45センター』を使
用して安定した無線電波状況であるかを確認してから接続を実行して
ください。なお電波状況は変動するので何回か電波状況を調査し、安
定した状態であることを確認してからインターネットに接続してくだ
さい。
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5．WindowsCEをお使いの方は

WindowsCEを搭載したモバイルギアⅡとRC45を使ってイン
ターネットに接続する手順を説明します。

ネットワークの設定をする

インターネットに接続する

Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。

RC45_5章(89-100) 06/30/00 6:54 pm89



90 5-1. ネットワークの設定をする

5-1. ネットワークの設定をする
インターネットにダイヤルアップ接続をするための設定をします。

リモートネットワークの設定

「2-1. RC45のつなぎかた」（→P.30）を参照し、RC45をモバイル
ギアⅡに取り付けます。

 →［プログラム］→［通信］→［リモートネットワーク］を
選択します。

［新しい接続］アイコンをダブルタップ（ダブルクリック）します。

→［新しい接続］画面が表示されます。

「接続名」に接続するプロバイダの名前を任意に入力します。

● ここでは例として「BIGLOBE64」と入力します。

「接続の種類」で「ダイヤルアップ接続」を選択し、   次へ   ボタンを
タップ（クリック）します。

→［新しいダイヤルアップ接続］画面が表示されます。
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「モデムの選択」で「NEC-AtermRC45」を選択し、 モデムの設定� ボ
タンをタップします。

→［デバイスのプロパティ］画面が表示されます。

接続環境の設定の「通信速度」で「38400」を選択します。

［呼び出しのオプション］タブをタップします。

「待ち時間経過後に呼び出しをキャンセルする」を「50 秒」にし、
「発信音がしてからダイヤルする」をタップして □ にします。

OK  ボタンをタップします。

→［新しいダイヤルアップ接続］画面にもどります。

RC45_5章(89-100) 06/30/00 6:54 pm91



92 5-1. ネットワークの設定をする

 TCP/IPの設定  ボタンをタップします。

→［TCP/IPの設定］画面が表示されます。

「サーバーが割り当てたIPアドレスを使用する」を x 、「Slipを使用
する」「ソフトウェア圧縮を使用する」「IPヘッダー圧縮を使用する」
をタップして □ にします。

［ネームサーバー］タブをタップし、「サーバーが割り当てたネーム
サーバーアドレス」をタップして □ にします。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料にしたがって
DNSを入力します。

●「セカンダリDNS」はプロバイダから指示がなければ、入力しなく
ても問題ありません。

OK  ボタンをタップします。

→［新しいダイヤルアップ接続］画面にもどります。

  次へ   ボタンをタップします。
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アクセスポイントの電話番号を入力します。

「市外通話としてダイヤル」をタップして x にし、市外局番と電話番
号を入力します。

● 接続方法によって、次の表のように電話番号の末尾に文字を入力します。

■ IWX70を経由する場合

るす由経
器機 定設の機親 の間区線無

度速信通
るす続接

トンイポスセクア
に尾末号番話電
字文るす力入

07XWI

SFAIP
ールス

spbk23 K23SFAIP トンイポスセクア応対 0FP

spbk46 K46SFAIP トンイポスセクア応対 0DP

ルコトロプ
換変

spbk23
期同非 spbk6.9 トンイポスセクア応対

1FP

spbk46 1DP

spbk23
期同非 spbk2.91 トンイポスセクア応対

2FP

spbk46 2DP

spbk23
期同非 spbk8.82 トンイポスセクア応対

3FP

spbk46 3DP

spbk23
期同非 spbk4.83 トンイポスセクア応対

4FP

spbk46 4DP

spbk23
期同非 spbk84 トンイポスセクア応対

5FP

spbk46 5DP

spbk23
期同非 spbk6.75 トンイポスセクア応対

6FP

spbk46 6DP

spbk23 NDSI 期同 K46 トンイポスセクア 7FP

spbk46 NDSI 期同 K46 トンイポスセクア 7DP

spbk46 NDSI 期同 K46 トンイポスセクア
（ K46XUMTI ）ドーモ AP

spbk46 NDSI 期同 K821 クンリチルマ PPP クア
（トンイポスセ K821XUMTI ）ドーモ BP
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94 5-1. ネットワークの設定をする

■ その他の親機を経由する場合

器機るす由経 定設の機親 の間区線無
度速信通

るす続接
トンイポスセクア

に尾末号番話電
字文るす力入

D/05WI

SFAIP
ールス

spbk23 K23 応対 SFAIP クア
トンイポスセ FP

spbk46 K46 応対 SFAIP クア
トンイポスセ DP

ルコトロプ
換変

spbk23 NDSI 期同 K46 クア
トンイポスセ FP

spbk46 NDSI 期同 K46 クア
トンイポスセ DP

1XW
06WI

USDSH06WI

SFAIP
ールス spbk23 K23 応対 SFAIP クア

トンイポスセ FP

ルコトロプ
換変 spbk23 NDSI 期同 K46 クア

トンイポスセ FP

65MW －
spbk23 ポスセクアグロナア

トンイ FP

spbk46 ポスセクアグロナア
トンイ DP

■ 携帯電話／PHSを接続する場合

器機るす続接 の間区線無
度速信通

るす続接
トンイポスセクア

に尾末号番話電
字文るす力入

話電帯携 spb0069
イポスセクアグロナア
ナクッイクはたまトン

号番話電のーバン
CP

SHP
spbk23 K23SFAIP セクア応対

トンイポス FP

spbk46 K46SFAIP セクア応対
トンイポス DP

  終了   ボタンをタップします。

→［リモートネットワーク］画面にもどり、  でつけた名前の接続アイコンが
できます。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルタップします。

→［ダイヤルアップ接続］画面になります。
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 ダイヤルのプロパティ  ボタンをタップします。

→［ダイヤルのプロパティ］画面になります。

  追加   ボタンをタップします

→［発信元の作成］画面になります。

「AtermRC」と入力し、 OK  ボタンをタップします。

 ダイヤルパターン  ボタンをタップします。

→［ダイヤルパターン］画面になります。

「市外通話」に「FG」と入力し、 OK  ボタンをタップします。

→［ダイヤルのプロパティ］画面にもどります。
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96 5-1. ネットワークの設定をする

OK  ボタンをタップします。

→［ダイヤルアップ接続］画面にもどります。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料にしたがって
「ユーザー名」（ユーザID）と「パスワード」を入力します。「ドメイン
名」は空白にしておきます。

●「パスワードの保存」をタップして x にしておくと、次回の接続か
らパスワードを入力する必要がなくなります。

  接続   ボタンをタップします。

→「接続中」と表示されたあと［接続完了］画面が表示されます。

→タスクトレイにダイヤルアップ接続アイコンが表示され、インターネットに接
続した状態になります。

  切断   ボタンをタップします。

→回線への接続が切断されます。
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お願い�

● 通信相手に接続できなかった場合にRC45とワイヤレスシリーズ親
機が同一番号に再発信する回数は、最初の発信から数えて3分間で
2回以内に制限されています。この制限内で接続できなかった場合
は、時間をおいてから接続し直してください。

● アクセスポイントに接続したあとに認証の失敗などで接続できなかっ
たときも、通信料金がかかります。

● 接続できないときは「6-1. 困ったときのQ&A」（→Ｐ.104）を参
照してください。
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98 5-2. インターネットに接続する

5-2. インターネットに接続する

ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットのホームページを見るときは「ブラウ
ザソフト」を使用します。ブラウザソフトの設定や使い方については、ブラ
ウザソフトの［ヘルプ］などを参照してください。

 →［プログラム］→［通信］→［リモートネットワーク］を
選択します。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルタップします。

→［ダイヤルアップ接続］画面になります。

  接続   ボタンをタップします。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話、PHSからプロバイダにダイヤルし、
インターネットに接続します。

デスクトップの［Internet Explorer］アイコンをダブルタップします。
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「アドレス」に見たいホームページのアドレスを入力し、  キーを押
します。

〈例：Atermホームページ〉　http://aterm.cplaza.ne.jp/

● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年6月現在のもの
です。

 をタップし、ブラウザソフトを終了します。

　   切断   ボタンをタップします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�
● インターネットの接続を終了するときには、ブラウザソフトを終了し
ただけでは回線は切断されません。必ず［接続完了］画面で切断操作
をしてください。
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6．困ったときには

「接続ができない」などのトラブルが起きたときの解決方法と、
お問い合わせ先を紹介します。

困ったときのQ&A

Atermについてのお問い合わせ

アフターサービス

PCクリーンスポット

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
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102 6-1. 困ったときのQ&A

6-1. 困ったときのQ&A
AtermRC45を使っていて正しく動作しないときにお読みください。

きとなんこ 策対と因原

54CR し応反が
いな

はたまンコソパ
Ⅱアギルイバモ

いなし識認で

● 54CR いないてれさ続接くし正がⅡアギルイバモはたまンコソパと

→ 54CR 、Ⅱアギルイバモはたまンコソパと 54CR たま話電帯携と
は SHP 。いさだくてし認確を続接のと

。すまし直し続接にうよの次、は合場いないてれさ続接くし正
（→ 03.P ）
．１ 54CR を CP 。すまし外り取らかトッロスドーカ

、は合場るす続接を話電帯携．２ 54CR 続接話電帯携を話電帯携と
。すまぎなつでルブーケ　　 SHP 、は合場るす続接と 54CR と SHP

を　　 SHP 。すまぎなつでルブーケ続接
．３ 54CR 度一うもを CP 。すまけ付り取にトッロスドーカ

→ 54CR ［のイレトクスタ、はきといなし識認を CP パロプのドーカ
「てしクッリクを］ィテ 54CRmretA 認確をとこるれさ示表と」

し正がルイァフ報情ムデモ、はきといなれさ示表。いさだくてし
度一うもをルイァフ報情ムデモ。んせまいてれさルートスンイく

（。いさだくてしルートスンイ 59/89 → 83.P 、 0002 → 47.P ）

でが信通ターデ
いなき

● 54CR いないてっなに態状能可信通ターデが

→ 54CR 機親ズーリシスレヤイワを 07XWImretA( 、 65MW 、 D/05WI 、
1XW 、 06WI 、 USDSH06WI てせさ動移でまろことく届が波電の）

。いさだく
約で離距し通見は囲範るえ使が線無 m001 造構の宅住、がすで

てっよに置配のどな器機子電、具家や）壁鉄、壁音防、壁熱断（
の機親ズーリシスレヤイワくべるな。すまりなく短が離距信通は
使てぎす強が波電とるぎす近、しだた。いさだくてし用使でく近

。すまりあが合場いなきで用 m1 。いさだく用使ごてし離度程
『は態状波電のと機親ズーリシスレヤイワ 54CR 認確で』ータンセ

（。すまきで → 27.P ）

● 54CR （録登設増が DI いないてれさ）録登

→ 54CR 設増、はにるす用使てしと機子の機親ズーリシスレヤイワを
のく近おは録登。すで要必が録登 CEN たま点処付受スビーサ守保

は CP てに料有で店売販たいだたいげ上い買お、トッポスンーリク
→（。いさだく談相ごでのすまり承 011.P 、 411P ）

2000=Windows® 2000　98/95=Windows® 98/Windows® 95　CE=Windows® CE
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でが信通ターデ
いなき

● が機子の他るいてれさ録登に機親ズーリシスレヤイワ spbk46 、信通
。るいてっなこおをかれずいの信通スレヤイワクンリルアュデ

→ の機親ズーリシスレヤイワ 07XWImretA 、 65MW 、 D/05WI 、
1XW 、 06WI 、 USDSH06WI トーポ線無るきで用使に時同で

は2 中用使が機子の他のどなンョシーテストーモリ。すででまつ
の機親ズーリシスレヤイワ。いさだくてし認確かいなで SHP ンラ

がトーポ線無、はきとるいてし滅点に色赤がプ 2 の中用使もとつ
。いさだく用使ごてっ待をのるわ終が話通の機子。すで態状

（ 54CR はで K46SFAIP レヤイワクンリルアュデ、りなと続接の
）。んせまきで用利は信通ス

トッネータンイ
いなきで続接に
● るいてし雑混が線回

→ 直し続接か度何。すまりあがとこいなきで続接ていでん混が線回
。いさだくてし続接らかていおを間時、かるみてし

● るいてっ違間が号番話電のトンイポスセクア

→ 。いさだくてし認確を号番話電

● ザーユ DI るいてっ違間がドーワスパはたま

→ ザーユたれさ行発らかダイバロプ DI 文大、角半のドーワスパ、
。いさだくてし認確かるいてれさ力入くし正が字文小、字

● るいてっかかに制規の信発動自

→ に合場たっかなきで続接に手相信通 54CR ズーリシスレヤイワと
親 てえ数らか信発の初最、は数回るす信発再に号番一同が機 3 間分
で2 さ限制に内以回 の別。すまいてれ 、かるけかに号番 いおを間時
て 。いさだくてし直し続接らか

● るいてっ違間が号番ムテスシの機親るす由経

→ 。いさだくてえ替り切に号番ムテスシるいてれさ録登が機親るす由経
→（ 811.P ）

● SND るいてっ違間がスレドアバーサ

→ たれさ定指にダイバロプ SND 。いさだくてし定設をスレドアバーサ

● 59swodniW/89swodniW 、で PI/PCT が2 るいてれさ録登に重

→ にです PI/PCT ンイ数複。すで要不はルートスンイは合場るあが
、でのるなくなきで続接とるいてれさルートス 1 他てし残けだつ

→（。いさだくてし除削は 94.P ）

● いながルイァフ報情ムデモ

→ 59swodniW らか 89swodniW どな合場たしプッアンョジーバに
とこるれさ除削がルイァフ報情ムデモたっあでん込み組にです、に
し照参を」るすルートスンイをルイァフ報情ムデモ「。すまりあが

（。いさだくてしルートスンイて 59/89 → 83.P 、 0002 → 47.P ）
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104 6-1. 困ったときのQ&A

き�と�な�ん�こ� 策�対�と�因�原�

ト�ッ�ネ�ー�タ�ン�イ�
い�な�き�で�続�接�に�
●� る�い�て�っ�違�間�が�定�設�の�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�

→� 詳�の�類�種�の�バ�ー�サ�、�で�ィ�テ�パ�ロ�プ�の�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�プ�ッ�ア�ル�ヤ�イ�ダ�
。�す�ま�し�に�て�べ�す�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�ョ�シ�プ�オ�細�

89swodniW グ�ロ�の�続�接�の�こ�「�」�る�す�用�使�を�化�号�暗�の�タ�ー�デ�「�は�
の�」�る�す�録�記�を�ル�イ�ァ�フ� 2 、�つ� 59swodniW へ�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�「�は�

を�ド�ー�ワ�ス�パ�化�号�暗�「�」�る�す�を�縮�圧�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ�「�」�ン�オ�グ�ロ�の�
の�」�う�使� 3 ト�ッ�ネ�は�ル�コ�ト�ロ�プ�る�き�で�用�使�。�す�ま�り�あ�が�目�項�の�つ�

「�で�ル�コ�ト�ロ�プ�ク�ー�ワ� PI/PCT 。�す�ま�し�に�み�の�」�
「�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�　�　�　�　� PI ヘ� を�」�う�使�を�縮�圧�ー�ダ�ッ�

。�す�ま�し�に� 変�は�」�う�使�を�イ�ェ�ウ�ト�ー�ゲ�「�の�ク�ー�ワ�ト�ッ�ネ�ト�ー�モ�リ�
。�ん�せ�ま�し�更�

●� こ�い�な�き�で�用�使�と�る�あ�が�ム�デ�モ�線�外�赤�る�い�て�れ�さ�蔵�内�に�ン�コ�ソ�パ�ト�ー�ノ�
。�す�ま�り�あ�が�と�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�除�削�を�ム�デ�モ�蔵�内�

ス�シ�ア�く�ら�く�ら�
し�動�起�が�ト�ン�タ�

い�な�

●� 54CR を� AICMCP る�い�て�せ�さ�識�認�て�し�と�ド�ー�カ�

→�

→�

59swodniW/89swodniW ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�で�順�手�の�次�、�は�合�場�の�
。�す�ま�し�を�新�更�の�ル�イ�

。�す�ま�し�択�選�を�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�．�１�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�ン�コ�イ�ア�］�ム�テ�ス�シ�［�．�２�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ー�ャ�ジ�ー�ネ�マ�ス�イ�バ�デ�［�．�３�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�　�の�前�の�ン�コ�イ�ア�］�ム�デ�モ�［�．�４�

準�標�「�．�５� AICMCP ロ�プ�［�、�し�ク�ッ�リ�ク�右�で�上�の�」�ム�デ�モ�ド�ー�カ�
。�す�ま�し�択�選�を�］�ィ�テ�パ�　�　�

を�ン�タ�ボ�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�バ�イ�ラ�ド�［�．�６�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�　�　�

→�（�。�す�ま�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�を�ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�．�７� 83.P ）�
0002swodniW し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�を�ル�イ�ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�、�は�合�場�の�

→�（�。�す�ま� 47.P ）�

シ�ア�く�ら�く�ら�『�
や�』�ト�ン�タ�ス�
ー�バ�く�ら�く�ら�『�
』�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�

い�な�し�動�起�が�
「� MOC ト�ー�ポ�

ラ�グ�ロ�プ�の�他�は�
て�れ�さ�用�使�で�ム�
表�と�」�。�す�ま�い�

る�れ�さ�示�

●� MOC ア�の�他�る�す�用�使�を�ト�ー�ポ�タ�ン�リ�プ�や�ト�ー�ポ� 起�が�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�
る�い�て�し�動�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�

●� 時�同�を�』�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�く�ら�く�ら�『�と�』�ト�ン�タ�ス�シ�ア�く�ら�く�ら�『�
た�し�と�う�よ�し�動�起�に�

→� 。�ん�せ�ま�き�で�用�使�は�に�時�同�

●� 、�話�電�帯�携�は�た�ま�機�親�ズ�ー�リ�シ�ス�レ�ヤ�イ�ワ� SHP 信�通�で� る�あ�で�中�

→� 。�い�さ�だ�く�て�し�了�終�を�信�通�

 TCP/IP設定 

□�

□�

  ドライバの更新  

+
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1056-1. 困ったときのQ&A
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き�と�な�ん�こ�　� 策�対�と�因�原�

シ�ア�く�ら�く�ら�『�
起�が�』�ト�ン�タ�ス�

い�な�し�動�
ァ�フ�報�情�ム�デ�モ�
ト�ス�ン�イ�の�ル�イ�
い�な�き�で�が�ル�ー�
の�中�ン�オ�グ�ロ�「�
ド�ア�に�ー�ザ�ー�ユ�
タ�ー�レ�ト�ス�ニ�ミ�
せ�ま�り�あ�が�限�権�
れ�さ�示�表�と�」�ん�

る�

●� 0002swodniW で� rotartsinimdA い�な�が�限�権�の�

→�

→�

rotartsinimdA し�定�設�て�し�直�し�ン�オ�グ�ロ�で�名�ー�ザ�ー�ユ�る�あ�の�限�権�
。�い�さ�だ�く�て�
で�作�操�の�下�以� rotartsinimdA 。�い�さ�だ�く�て�し�を�定�設�の�

。�す�ま�し�択�選�を�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�．�１�
。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�ン�コ�イ�ア�］�ド�ー�ワ�ス�パ�と�ー�ザ�ー�ユ�［�．�２�
を�ド�ー�ワ�ス�パ�と�名�ー�ザ�ー�ユ�、�は�に�う�使�を�タ�ー�ュ�ピ�ン�コ�の�こ�「�．�３�

入�　�　� 。�す�ま�し�に�　�　�を�」�す�ま�り�あ�が�要�必�る�す�力�
。�す�ま�し�定�設�て�っ�が�た�し�に�示�指�の�面�画�、�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�．�４�

ー�バ�く�ら�く�ら�『�
』�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�
ン�ョ�ジ�ー�バ�の�で�
し�敗�失�が�プ�ッ�ア�

た�

●� で�中�途�の�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ� 54CR た�れ�外�が�続�接�の�ン�コ�ソ�パ�と�

→� 行�実�を�』�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�く�ら�く�ら�『�度�再�、�と�あ�た�し�続�接�く�し�正�
。�い�さ�だ�く�て�し�

●� る�い�て�っ�違�間�が�ル�イ�ァ�フ�の�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�る�す�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�

→� さ�だ�く�て�し�認�確�を�ル�イ�ァ�フ�の�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�用�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�
。�い� 54CR と�こ�る�す�プ�ッ�ア�ン�ョ�ジ�ー�バ�で�ア�ェ�ウ�ム�ー�ァ�フ�の�外�以�用�

。�ん�せ�ま�き�で�は�

『� 07XWImretA
54CR& テ�ー�ユ�

』�集�ィ�テ�リ�ィ�
の� MOR-DC 使�を�

パ�に�と�あ�た�し�用�
し�作�動�が�ン�コ�ソ�

る�な�く�な�

●� い�な�い�て�し�了�終�を�ー�ュ�ニ�メ�の�』�ド�イ�ガ�プ�ッ�ア�ト�ッ�セ�『�

→� ら�か�て�せ�さ�了�終�を�面�画�ー�ュ�ニ�メ�の�』�ド�イ�ガ�プ�ッ�ア�ト�ッ�セ�『� MOR-DC
メ�。�す�ま�り�あ�が�と�こ�る�な�く�な�し�作�動�が�ン�コ�ソ�パ�、�と�い�な�さ�出�り�取�を�

［�の�面�画�ー�ュ�ニ� MOR-DC 、�し�ク�ッ�リ�ク�を�］�了�終�の� MOR-DC イ�ラ�ド�
ら�か�て�し�認�確�を�と�こ�た�え�消�が�プ�ン�ラ�ス�セ�ク�ア�の�ブ� MOR-DC 出�り�取�を�

。�い�さ�だ�く�て�し�

ミ�ー�タ�ー�パ�イ�ハ�
ト�ス�ン�イ�を�ル�ナ�

い�た�し�ル�ー�

●� 59swodniW/89swodniW ミ�ー�タ�ー�パ�イ�ハ�は�に�き�と�る�す�認�確�を�定�設�の�
。�す�ま�し�用�使�を�ル�ナ�

の�い�な�い�て�れ�さ�ル�ー�ト�ス�ン�イ�が�ル�ナ�ミ�ー�タ�ー�パ�イ�ハ�は�て�っ�よ�に�ン�コ�ソ�パ�
。�す�ま�し�ル�ー�ト�ス�ン�イ�で�順�手�の�次�、�で�

→� 。�す�ま�し�択�選�を�］�ル�ネ�パ�ル�ー�ロ�ト�ン�コ�［�→�］�定�設�［�→�　�　�　�．�１�
ッ�リ�ク�ル�ブ�ダ�を�ン�コ�イ�ア�］�除�削�と�加�追�の�ン�ョ�シ�ー�ケ�リ�プ�ア�［�．�２�

。�す�ま�し�ク�
［�．�３� swodniW 。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ブ�タ�］�ル�イ�ァ�フ�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�ン�タ�ボ�　�　�、�し�択�選�を�」�信�通�「�．�４�
．�５� ン�タ�ボ�　�、�し�に�　�　�て�し�ク�ッ�リ�ク�を�」�ル�ナ�ミ�ー�タ�ー�パ�イ�ハ�「�

。�す�ま�し�ク�ッ�リ�ク�を�　�　�
「�き�と�の�こ�　�　� MOR-DC 、�は�合�場�た�れ�さ�示�表�と�」�す�で�要�必�が�

　�　� 89swodniW は�た�ま� 59swodniW の� MOR-DC 。�す�ま�し�ト�ッ�セ�を�

  追加�

  OK

  詳細�
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106 6-1. 困ったときのQ&A

きとなんこ 策対と因原

54CR を定設の
直りやらか初最

いたし
状のきとたし入購
いたしどもに態

● 54CR べすの外以定設の録登設増、しだた。すまし化期初を定設の
。いさだく意注ごでのるどもに態状の時入購が定設のて

→ TA 「のドンマコ nF&TA 。すまし行実をドンマコ」

たし用使で外海
い

● 54CR はで外海、めたるいてしと提前をとこるす用使で内国本日は
語本日たま。んせまきで用使 SO 。んせまきで用使はで外以
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1076-2. Atermについてのお問い合わせ
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108 6-3.アフターサービス

6-3．アフターサービス
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1096-3. アフターサービス
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現地調整・保守契約を依頼する場合

末端
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110 6-3.アフターサービス

持ち込み修理先一覧
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1116-3. アフターサービス
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112 6-3.アフターサービス
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1136-3. アフターサービス
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114 6-4. PCクリーンスポット

6-4. PCクリーンスポット
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1156-4. PCクリーンスポット
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訪問サポートサービス内容
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116 6-4. PCクリーンスポット
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7．付録
RC45が複数の親機に登録してある場合の親機の選択方法や、ハ
イパーターミナルの使いかたなどについて紹介します。

接続する親機の選択

ハイパーターミナルの使いかた

ホームページ『AtermStation』

内線データ通信

RC45仕様

用語集

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
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118 7-1. 接続する親機の選択

7-1. 接続する親機の選択
1台のRC45を最大4台のワイヤレスシリーズ親機の子機として増設登録できま
すが、その中で同時に通信ができるのは1台です。
RC45を増設登録した、複数の親機の中から接続する親機を選択します。『RC45
センター』で設定します。

システム番号切り替え

ワイヤレスシリーズ親機は増設登録の際、RC45のシステム番号10～13
に登録されます。親機が1台の場合はシステム番号10に登録します。複数
台の親機に増設登録してある場合は以下の手順で切り替えます。

タスクトレイのインジケータの『RC45センター』アイコンを右ク
リックします。

［システム番号切り替え］にマウスポインタを合わせるとRC45のシ
ステム番号が表示されます。

● 未登録のシステム番号はグレーで表示されます。

利用する親機のシステム番号をクリックします。

→選択したシステム番号に登録されている親機経由での発信ができるようになり
ます。
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1197-2. ハイパーターミナルを使う
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7-2.  ハイパーターミナルの使いかた
Windows® 2000/Windows® 98/Windows® 95に添付されている『ハイパー
ターミナル』という通信ソフトを使って、ATコマンドを入力することができます。
ATコマンドを使うと、接続の確認や設定の変更ができます。
ハイパーターミナルがパソコンにインストールされていない場合は、「6-1. 困った
ときのQ&A」（→P.105）を参照してインストールしてください。

接続を確認する

RC45とパソコンが正しく接続されているか確認します。

● Windows98を例に説明します。お使いの環境によっては手順や画
面が異なることがあります。

パソコンを起動し、PCカードスロットにRC45を取り付けておきます。

 →［プログラム］→［アクセサリ］→［通信］→［ハイパー
ターミナル］を選択します。

● Windows95の場合は  →［プログラム］→［アクセサリ］
→［ハイパーターミナル］を選択します。

→［Hyper Terminal］ウィンドウが表示されます。

［Hypertrm.exe］アイコンをダブルクリックします。

→［接続の設定］画面が表示されます。

「名前」に任意の名前を入力し、  OK   ボタンをクリックします。

● ここでは「test1」と入力します。
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120 7-2. ハイパーターミナルを使う

「電話番号」に任意の数字（例：0 ）を入力し、「接続方法」で
「AtermRC45」を選択して   OK   ボタンをクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

 キャンセル  ボタンをクリックします。

→［ハイパーターミナル］ウィンドウが表示されます。

パソコンのキーボードから半角で「ati3」と入力し、  キーを押します。
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1217-2. ハイパーターミナルを使う
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「AtermRC45 NEC Corporation」と表示されれば、RC45は正し
く接続されています。

● 上記表示が出ないときは「6-1. 困ったときのQ&A」（→P.102）を
参照してください。

［ファイル］→［ハイパーターミナルの終了］を選択します。

→「現在、接続されています。切断してもよろしいですか？」と表示されます。

  はい   ボタンをクリックします。

 いいえ  ボタンをクリックします。

→ハイパーターミナルが終了します。

お知らせ�

● ATコマンドの詳細は、添付CD-ROMに収録されている「データ通信
ガイド」の「5. ATコマンド」を参照してください。
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7-3.ホームページ『AtermStation』
Atermシリーズのオンライン情報サービスとして、ホームページ『AtermStation』
を開設しています。

主なメニュー

■ Atermシリーズ最新ラインアップ情報

■ Atermシリーズユーザ登録受付

■ 最新ファームウェアのダウンロード

■ キャンペーン情報、イベント情報

■ 登録ユーザ向けサポート情報提供　など

AtermStationホームページアドレス

http://aterm.cplaza.ne.jp/

● 画面は Internet Explorer Ver.5.0を使用したときの例です。
● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年6月現在のもの
です。
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7-4. 内線データ通信
ワイヤレスシリーズ親機（AtermIWX70、WM56、IW50/D、WX1、IW60、
IW60HS DSU）に増設登録された子機どうし、または親機に接続されているパソ
コンに対して内線でデータのやりとりができます。また内線データ通信を利用して
ファイルやプリンタを共有することができます。
子機はRC45のほかに、AtermRS20などのリモートステーションが利用できます。

親・子機間通信

IWX70、IW50/D、IW60、IW60HS DSUが親機の場合、親・子機間通
信ができます。

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC45
ワイヤレス�
シリーズ親機�

● WX1、IW60、IW60HS DSUの場合はPIAFS32K通信のみ可能です。

子機間通信

ワイヤレスシリーズ親機を介してPIAFS32Kで子機間通信ができます。

ワイヤレスシリーズ親機�

RC45

リモート�
ステーション�

PIAFS32K�

お知らせ�

● ワイヤレスシリーズ親機がWM56の場合は、親・子機間通信はでき
ません。

● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別します。
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124 7-4. 内線データ通信

発信のしかた

ワイヤレスシリーズ親機のデータポート（シリアルポート）の内線番号は
「81」、子機は親機への増設登録の際に内線番号「91」～「96」のいずれ
かが割り当てられます。内線番号を指定して内線データ通信をします。

ダイヤルアップでの発信

ダイヤルアップネットワークの［プロパティ」で「市外局番とダイヤルのプ
ロパティを使う」を □ にし、「電話番号」に内線番号と以下の文字を付け
て発信します。（Windows98/Windows95→添付CD-ROM「データ通信
ガイド」の「2-4. RC45のインターネット接続の手動設定（Windows98/
Windows95）」、Windows2000→添付CD-ROM「データ通信ガイド」
の「2-5. RC45のインターネット接続の手動設定（Windows2000）」、
Windows® CE→「リモートネットワークの設定」P.93）

先信通 機親るす由経 信通ターデ
類種の 信発

信通間機子・親

D/05WI,07XWI K46SFAIP に後の号番線内
「 DP るけ付を」

,D/05WI,07XWI
USDSH06WI,06WI K23SFAIP

に後の号番線内
「 FP るけ付を」

信通間機子
,65MW,07XWI

,06WI,1XW,D/05WI
USDSH06WI

K23SFAIP
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ATコマンドでの発信

「ATD」（ダイヤル発信コマンド）を使って発信します。

■ 親・子機間通信（PIAFS64KまたはPIAFS32K）

〈子機から親機への発信〉

先信発 信通ターデ
類種の TA ドンマコ

D/05WI,07XWI K46SFAIP DTA ＊＃ DP18

,D/05WI,07XWI
USDSH06WI,06WI K23SFAIP DTA ＊＃ FP18

〈親機から子機への発信〉

          

先�信�発� 信�通�タ�ー�デ�
類�種�の� 号�番�線�内�機�子� T�A� ド�ン�マ�コ�

D�/�0�5�W�I�,�0�7�X�W�I� K�4�6�S�F�A�I�P�
1�9�

～
�

6�9�

D�T�A� ＃� D�P�1�9�/�

～
�

D�T�A� ＃� D�P�6�9�/�

,�D�/�0�5�W�I�,�0�7�X�W�I�
,�0�6�W�I�

U�S�D�S�H�0�6�W�I�
K�2�3�S�F�A�I�P�

1�9�

～
�

6�9�

D�T�A� ＃� F�P�1�9�/�

～
�

D�T�A� ＃� F�P�6�9�/�

■ 子機間通信（PIAFS32K）

機�親�る�す�由�経� 号�番�線�内�機�子� TA ド�ン�マ�コ�

65MW
1

6

DTA ＊�＃� FP1

～
�

DTA ＊�＃� FP6

,1XW,D/05WI,07XWI
USDSH06WI,06WI

19

69

DTA ＊�＃� FP19

～
�

～
�

～
�

DTA ＊�＃� FP69

お知らせ�

● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別して着信します。
● ワイヤレスシリーズ親機がIWX70の場合の内線番号はシリアルポー
トが「81」、USBポートが「71」になります。

お願い�
● 詳細はワイヤレスシリーズ親機の取扱説明書を参照してください。
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ファイルの共有

RC45などの子機を接続したWindows2000/Windows98/Windows95
のパソコンとIWX70またはIW50/Dを接続したWindows2000などのパ
ソコン間で、ファイルまたはプリンタの共有ができます。

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC45
IWX70�
または�
IW50/D�

（シリアルポート）�

（#＊81）�

（#/91）�
PC1 PC2

お願い�

● 内線データ通信をおこなうための設定は、添付CD-ROMに収録され
ている「データ通信ガイド」の「4. USBネットワーク」を参照して
ください。
その際、以下のように設定します。
◯ モデムは接続しているAtermのモデム情報を選択します。
◯［ダイヤルアップネットワーク］の「電話番号」を次のように指定
します。

先�信�発� 号�番�話�電�
定�指�の� 考�備�

）�ト�ー�ポ�ル�ア�リ�シ�（�機�親� ＊�＃� 1�8�

（�機�親� B�S�U� ）�ト�ー�ポ� ＊�＃� 1�7�

機�子�の�他�
＊�＃� F�P�1�

～
�

＊�＃� F�P�6�

1～6 線�内�の�機�子�は�
下�号�番� 1桁�

ら�か�機�親� 5�4�C�R�
＃�1�9�/�

～
�

＃� 6�9�/�

1�9�～�6�9�は� 5�4�C�R�
号�番�線�内�の�
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7-5. RC45仕様

目�項� 能�機�び�よ�お�元�諸� 考�備�

公�
衆�

携�
帯�

線�回�用�適� （�網�信�通�動�移�ル�タ�ジ�デ� ,aK-uT,au,oMoCoDTTN
ENOHP-J ）�

格�規�信�通� 72-DTSRCR 拠�準�

機�話�電�続�接�

oMoCoDTTN 話�電�帯�携�
　� （�式�方�ル�タ�ジ�デ� zHM008 ）�む�含�を�モ�ー�チ�ッ�ド�・�

ル�タ�ジ�デ�（�ン�ホ�ィ�テ�シ�　� zHG5.1 ）�
　� spb0069 種�機�応�対�信�通�タ�ー�デ�
au、� aK-uT 、� ENOHP-J 話�電�帯�携�各�

を�ル�ブ�ー�ケ�の�付�添�は�に�続�接�○�
用�使�　�

○� 可�不�は�信�通�ト�ッ�ケ�パ�

度�速�信�通� spbk6.9

公�
衆�

P
H
S

線�回�用�適� SHP （�網� LETSA,oMoCoDTTN ）�

格�規�信�通� 82-DTSRCR （3 拠�準�）�版�

機�話�電�続�接� SHPoMoCoDTTN
SHPLETSA

○� を�ル�ブ�ー�ケ�の�付�添�は�に�続�接�
用�使�　�

○� SHP は� 0.2/0.1SFAIP 対�版�
種�機�応�　�

度�速�信�通�
)oMoCoDTTN(spbk46

)LETSA,oMoCoDTTN(spbk23
　� spbk46 高�最�度�速�効�実�時�続�接� spbk4.85
　� spbk23 高�最�度�速�効�実�時�続�接� spbk2.92

自�
営�

線�回�用�適�
続�接�線�回�り�よ�に�機�親�

　� 65MW 線�回�話�電�グ�ロ�ナ�ア�：�
　� 07XWI 、� D/05WI 、� 1XW 、� 06WI 、� USDSH06WI

：�　�　�　�　� SNI ト�ッ�ネ� 46

格�規�信�通� 82-DTSRCR （3 拠�準�）�版�
○� spbk46 度�速�効�実�線�無�時�続�接�
：�　� spbk4.85
○� spbk23 度�速�効�実�線�無�時�続�接�
：�　� spbk2.92

度�速�信�通�

機�親� 65MW 合�場�の�
　� spbk46 高�最�時�信�受�度�速�効�実�時�続�接� pbk65 s
　� spbk23 高�最�度�速�効�実�時�続�接� spbk2.92
機�親� 07XWI 、� D/05WI 合�場�の�
　� spbk46 高�最�度�速�効�実�時�続�接� spbk4.85
　� spbk23 高�最�度�速�効�実�時�続�接� spbk2.92

○� 65MWmretA 度�速�信�通�の�
る�な�異�り�よ�に�況�状�の�線�回�は�　�

○� 1XW 、� 06WI 合�場�の�ズ�ー�リ�シ�
は�　� spbk23 み�の�続�接�

ル�コ�ト�ロ�プ�信�通� SHP ：�営�自� 0.2SFAIP 版�
：�話�電�帯�携� 72-DTSRCR

縮�圧�タ�ー�デ� / 長�伸� sib24.V

末�端�続�接�

2.4VADIEJ/1.2AICMCP た�し�応�対�に�降�以� CP ド�ー�カ�
た�し�載�搭�を�ト�ッ�ロ�ス� /89swodniW/0002swodniW

59swodniW ン�コ�ソ�パ�る�す�作�動�が�
0.3orPCP/HECswodniW た�し�応�対�に� CEN バ�モ�

ア�ギ�ル�イ� Ⅱ�：� 023R/CM,025R-CM,007R-CM の�
種�機�各� 成�平�○� 21 年�7 種�機�認�確�の�点�時�月�

度�速�末�端� ：�期�同�非� 2.511/6.75/4.83/2.91/6.9/8.4/4.2
（� spbk ）�

法�寸�形�外� 約� (6.901 Ｗ�)×� (0.45 Ｄ�)×� (3.9 Ｈ� mm) く�除�部�起�突�○�

量�質� 約� gK50.0

源�電� V5CD ±� V5.0 給�供�り�よ�末�端�続�接�○�

力�電�費�消� 約� Wm036 下�以� 動�変�り�よ�に�況�状�用�使�○�

境�環�作�動� 度�温�0～�04 度�湿�　�度� 01 ～�09 ％� と�こ�い�な�し�露�結�○�

準�基�術�技�
定�認�合�適�

　�　�号�番�証�認�　� T　� PJ9550-00A
　�　�　�　�　�　�　� R　� 6600AAZI

（
�

）
�

（
�

）
�
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128 7-6. 用語集

PCMCIA/JEIDA
（ピーシエムシーアイエー／ジェイダ）

日本とアメリカの企業によって作られた
PCカードの規格を決定している団体。

PDC

Personal Digital Cellularの略。デ
ジタル携帯電話のこと。

PIAFS（ピアフ）

PHS Internet Access Forum
Standardの略。高品質のデータ通信
方式の開発のために標準化された規格。

PHS網

PHS専用の移動通信網。

TCP/IP（ティーシーピーアイピー）

大学や研究機関などのネットワーク用
に開発された通信プロトコル。TCPと
IPの2つのプロトコルを組み合わせた
もので、インターネット上の通信の基
本となっている。

URL（ユーアールエル）

Uniform Resource Locatorの略。
インターネット上に置かれているホー
ムページなどの位置を特定するための
記述方法。一般的にホームページ
（Web）アドレスと呼ばれるものは、そ
の一例。

V.42bisデータ圧縮

通信関係の規格を認定する I T U
(International Telecommunication
Union/国際電気通信連合)に登録され
ている圧縮方法。

A～Z

AT（エーティー）コマンド

米ヘイズ・コンピュータ・プロダクツ
社によって開発されたモデムを制御す
るためのコマンド（命令）。このコマン
ドと互換性のあるモデムは、モデムに
接続したパソコンなどの機器から設定
内容を制御することができる。

bps（ビーピーエス）

Bit per secondの略。１秒間に送信
できるビット数を表す通信単位。

COM（コム）ポート

Communication portの略。RS-232C
とも呼ばれる。モデムなどを接続し、
通信をおこなうためのシリアルインタ
フェース。

DNS（ディーエヌエス）

Domain name systemの略。IPア
ドレスを検索し、取得するためのシス
テム。

ID（アイディー）登録

無線機能を備えたワイヤレス子機（マ
ルチモバイルカードやリモートステー
ション）をワイヤレスシリーズ親機に
増設登録すること。

IP（アイピー）アドレス

インターネットに接続できるアドレスの
総称。電子メールなどの受発信地を特定
するためのインターネット上の番地。

7-6. 用語集
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WindowsCE

Microsoft社が開発した携帯情報端末
用OS（Operating System）。操作
はWindows95と似ているが、専用の
アプリケーションが付属し、ファイル
容量はコンパクトに設計されている。
WindowsCEを搭載したマシンを「ハ
ンドヘルドPC」と呼ぶ。

WWW（ダブリュダブリュダブリュ）

World Wide Webの略。HTMLなど
のタグ付きテキストを共通の表現手段
にして、各ネットワーク間をアクセス
可能にしたネットワークシステム。

あ行

アクセスポイント

プロバイダまたはパソコン通信サービ
ス業者に接続するための中継地点、ま
たは電話番号。

さ行

自己解凍形式

圧縮ファイルにそのファイルの解凍プ
ログラムを組み込んで圧縮すること。
圧縮ファイルが自動的に解凍するの
で、解凍プログラムがなくても解凍で
きる。

た行

ダイヤルアップ

アナログ電話網、INSネット64など
の公衆網を使ってインターネットに接
続すること。

デジタル移動通信網

携帯電話専用の移動通信網。

デュアルリンクワイヤレス通信

NEC独自の通信方式。リモートステー
ションのデータポートに接続されたパ
ソコンから無線2チャネルを使って最
大64kbpsの高速データ通信が可能。
ワイヤレスシリーズ親機とリモートス
テーションのデータポート間の内線
データ通信およびプロトコル変換モー
ド(非同期/同期PPP変換)によって、
インターネットのアクセスポイントと
も簡単に接続できる。

同期

データ伝送において、送信側と受信側
の間でタイミングを合わせること。

は行

パスワード

ユーザ IDを他人に利用されないよう
に、ユーザ本人が設定する文字や数字
などの総称。ユーザIDがネットワーク
上に公開される名前とすると、パス
ワードはユーザ IDの利用者が本人で
あることを特定するための暗号。

ファームウェア

Atermに内蔵されているフラッシュ
メモリ（不揮発性メモリ）に書き込ま
れるソフトウェアのこと。新しいバー
ジョンのファームウェアを書き込む
と、新機能を使用できるようになる。

プリインストール

パソコンのハードディスクにあらかじ
めプログラムがインストールされてい
ること。
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ブラウザソフト

大規模なデータ群から目的のデータを
検索・表示するためのソフトウェアの
総称。WWWではInternet Explorer
（インターネット・エクスプローラ)、
Netscape Navigator（ネットスケー
プ・ナビゲータ)がよく知られている。

プロトコル

コンピュータでデータ通信を行うため
に必要な規約の総称。

プロトコル変換モード

PHS データ端末やリモートステー
ションからの32kbpsまた64kbps
PIAFSデータをAtermでいったん終
端して、通信相手のモードに合わせて、
非同期データまたは同期データに変換
するモードのこと。通常のターミナル
アダプタやPIAFSでは対応していな
いアクセスポイントと通信ができる。

プロバイダ

インターネットへの接続を代行する会
社の総称。正式にはネットワーク・サー
ビス・プロバイダ。ユーザはダイヤル
アップまたは専用回線でプロバイダに
接続し、インターネットへ接続する。

や行

ユーザID

ユーザを識別するための文字や数字な
どの組み合わせの総称で、ネットワー
ク上の名前のようなもの。ユーザIDを
他人に利用されないためにパスワード
とあわせて利用される。

ら行

リモートステーション

Atermワイヤレスシリーズ親機の子機
として増設されるAterm のことで、
PHSと合わせて最大6台まで増設登録
できる。この機能を使えばAtermどう
しでワイヤレス通信が可能になるので、
離れた場所の電話機やパソコンを無線
で使うことができる。
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■輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格などには
準拠しておりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任
を負いません。また、当社は本製品に関し、海外での保守サービスおよび技
術サポートなどはおこなっておりません。

■ ご注意

（１）本書の一部または全部を無断転載、無断複写することは禁止されています。
（２）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（３）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な

点や誤り、記載漏れなどお気付きの点がありましたらご連絡ください。
（４）本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、

通信などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきま
しては、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい。

Windows、WindowsCEは米国Microsoft Corporationの米国及び、その他の
国における登録商標です。
Netscape Navigator は米国Netscape Communications Corporationの
登録商標です。
その他の各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。

 © NEC Corporation 2000
日本電気株式会社の許可なく複製、改変などをおこなうことはできません。
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